
今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：御木沢地区敬老会のようす　関連記事19ページ）
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自主財源… 町の財源のうち、国に依存しない
　　　　　 で、独自に調達できる財源
依存財源 … 町が国や県等に依存する形で調達する財源
※ 今後、健全な財政状態を維持するためには自主財源の   
　確保が大切です。

● 歳入の特徴としては
① 町税 … 町民税７億 5,698 万円、固定資産税 7 億 3,470 円などで、前年度より 7,540 万円の減となりました。
② 地方交付税（全国の地方自治体が、平等に事務ができるように国から交付されるもの）… 震災復興特別交付税が前年度
　より 5 億 9,514 万円の減で、地方交付税全体として、前年度より 5 億 8,608 万円の減となりました。
③ 国県支出金（国、県から町の特定の経費に対して交付されるもの）… 公立学校施設建設補助金 3 億 1,963 万円、子ど  
　も手当負担金 1 億 9,098 万円、災害廃棄物処理事業費補助金 1 億 9,390 万円、東日本大震災農業生産対策交付金 2 億
　5,089 万円などで、前年度より 8,413 万円の減となりました。
④ 町債（町が資金調達するための借入金）… 学校教育施設等整備事業債 3 億 7,320 万円、臨時財政対策債 2 億円などで、
　前年度より 4 億 6,070 万円の増となりました。

88億7,241万円

90億2,247万円

▲1億5,006万円

84億5,094万円

81億9,446万円

　   2億5,648万円

4億2,147万円

8億2,801万円

▲4億　654万円

3億円

5億円

▲2億円

1億1,573万円

1億6,573万円

▲5,000万円

平成24年度

平成23年度

比　較

歳　入 歳　出 差　額 うち財政調整
基金へ積立 うち翌年度へ繰越

574万円

1億6,228万円

▲1億5,654万円

うち翌年度へ繰
り越すべき財源

年度

■ 平成 24 年度一般会計決算額

自主財源
（34.7％）

町税
16億3,693万円
（18.5％）

分担金・使用料など
1億6,230万円
（1.8％）

繰入金
6億4,605万円
（7.3％）

諸収入など
6億3,284万円
（7.1％）

地方交付税
28億3,308万円
（31.9％）

依存財源
（65.3％）

国庫支出金
18億4,824万円
（20.8％）

町債
8億1,130万円
（9.1％）

歳入
88億7,241万円
前年度比

1億5,006万円減

地方譲与税など
3億167万円
（3.5％）

繰入金
6億4,605万円

分担金・使用料など
1億6,230万円

諸収入など
6億3,284万円

地方交付税
28億3,308万円

町税
17億1,234万円

諸収入など
6億7,247万円

分担金・使用料など
1億6,225万円 繰入金

4億5,817万円

地方交付税
34億1,916万円

国県支出金
19億3,237万円

地方譲与税等 3億1,511万円

町債 3億5,060万円

町税
16億3,693万円

国県支出金
18億4,824万円

地方譲与税等 3億167万円

町債 8億1,130万円

H23 H24

★ 歳入　88 億 7,241 万円（前年比 1 億 5,006 万円減）
● 歳入の内訳 ● 歳入の推移

★ 歳出　84 億 5,094 万円（前年比２億 5,648 万円増）
● 歳出の内訳 ● 歳出の推移

歳出
84億5,094万円
前年度比

2億5,648万円増

教育費
17億4,884万円
（20.7％）

民生費
16億8,255万円
（19.8％）

総務費
12億6,286万円
（14.9％）

公債費
8億9,006万円
（10.5％）

消防費
7億2,663万円
（8.6％）

衛生費
6億2,284万円
（7.4％）

農林水産業費
5億475万円
（6.0％）

土木費
4億9,648万円
（6.0％）

商工費等
5億1,623万円
（6.1％）

普通建設事業
13億2,735万円

物件費
10億8,085万円

人件費
12億5,414万円

補助費
9億2,135万円

公債費
9億7,071万円

その他
26億4,006万円

H23 H24

普通建設事業
17億4,076万円

補助費
12億2,971万円

人件費
11億9,264万円

物件費
11億3,852万円

公債費
8億9,006万円

その他
22億5,925万円
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■ 平成 24 年度に取り組んだ主な事業内容（一般会計）

 中学校再編に関する取組み
・年間スケジュールに基づく建設工事の促進を図り、併せて
関係する各種工事についても計画的に実施しました。
・開校準備委員会および各部会での検討を深め、校歌、校章、
制服、学校運営・教育方針の決定など、各種準備を進めました。
・通学路の安全対策として、歩行者用道路の新設、防犯灯及
び通学路看板の設置などの整備を行いました。
・遠距離通学生徒のため、スクールバスの運行経路の設定や乗
降箇所の選定を行い、中型バスなどを 6 台新規購入しました。
◆ 新三春中学校建設工事費	・・・・・・・・８億 232 万円
◆ スクールバス等中学校備品購入費	・・・1 億 6,264 万円
◆ 引越業務委託、建設工事管理業務委託、校内ＬＡＮ導入
　 業務委託等	・・・・・・・・・・・・・・・・996 万円
◆ 新中学校開校準備委員会、制服検討委員会等経費	・・25万円他

 人口減少・少子化対策に関する取組み
・平成 24 年 10 月から子育て支援医療費助成の対象を高校 3
年生相当まで拡大しました。また、フッ素塗布を 3 歳まで無
料で実施し、幼児期の虫歯予防を図りました。
・粉ミルクや紙おむつなどの購入を支援する事業や、「多子世
帯養育支援事業」などを引き続き実施しました。
◆ 児童手当（子ども手当）支給事業・・・・2 億 7,452 万円
◆ すくすく赤ちゃん応援事業・・・・・・・・・・702 万円
◆ 多子世帯養育支援事業・・・・・・・・・・・・761 万円
◆ ひとり親家庭医療費助成事業・・・・・・・・6,536 万円
◆ 乳幼児健康診査事業・・・・・・・・・・・・・321 万円
◆ 妊婦健康診査事業・・・・・・・・・・・・・1,079 万円
◆ 子育て支援医療費助成事業・・・・・・・・・4,497 万円
◆ 放課後子どもプラン推進事業・・・・・・・・603 万円他

 安全で安心して暮らせる環境創造に関する取組み
・生活・生産基盤向上のための道路網の整備では、四反田富沢線、実沢線、
中央線の舗装補修事業に着手し、継続事業の清水永作線を完成させました。
・新中学校の開校に合わせた敷地内に地下式防火水槽を設置しました。
・東日本大震災復興交付金を活用し、貝山地区に避難広場を設置す
るため測量・設計業務を行いました。
・県補助金を活用し、まほらおよび町民体育館に太陽光発電施設を
整備するため、設計業務を実施しました。
◆ 清水永作線道路改良工事・・・・・・・・・・1,993 万円
◆ 四反田富沢線舗装補修工事・・・・・・・・2,008 万円
◆ 下舞木岩本線道路改良工事　・・・・・・・・2,543 万円
◆ 太田線道路改良工事・・・・・・・・・・・・1,296 万円
◆ 中央線舗装補修工事・・・・・・・・・・・・1,706 万円
◆ 実沢線舗装補修工事・・・・・・・・・・・・1,706 万円
◆ 道路維持工事　・・・・・・・・・・・・・・7,272 万円
◆ 生活道路整備事業　・・・・・・・・・・・・・833 万円
◆ 耐震性地下式貯水槽（貝山泉沢）新設工事・・1,109 万円
◆ 避難広場整備事業・・・・・・・・・・・・・・675 万円
◆ まほら及び町民体育館太陽光発電設備設計業務 246 万円他

 町有施設の修繕等に関する取組み
・「公共施設整備方針検討委員会」を 6 回開催し、役場庁舎や
図書館の建設、旧公民館の解体、閉校となる中学校の利活用方
針が取りまとめられ、平成 25 年 1 月に町長に答申されました。
・東日本大震災を踏まえ児童の安全・安心を確保するため、三
春小学校の耐震化計画を前倒し、平成 24 年度に設計業務を行
いました。25 年度は耐震補強大規模改造工事に着手します。
・公共施設の修繕には多額の経費が必要となるため長期修繕計
画の策定に取組んでおり、御木沢小の浄化槽および、プールの
改修、学校などトイレの洋式化などに計画的に取組みました。
◆ 公共施設整備方針検討委員会　・・・・・・・・19 万円
◆ 三春小耐震補強大規模改造工事設計業務委託 935 万円
◆ 第 1 保育所屋根防水工事・トイレ改修工事　247 万円
◆ 御木沢小プール改修・トイレ改修工事・浄化槽改修工事 1,744 万円
◆ 中郷小屋上防水工事・トイレ改修工事・・・・623 万円
◆ 公有施設整備基金積立金　・・・・・・2 億 9,463 万円他

 町民の健康増進と福祉施策の充実に関する取組み
・胃がん、肺がんの施設検診の普及を踏まえ、町内開業医も利用
できる放射線画像モニターを三春病院に設置しました。
・平成 22 年度から実施している任意接種（肺炎球菌、ビブ、子
宮頸がん、インフルエンザの各ワクチン）について継続して助成
を行ったほか、平成 25 年 6 月からは、妊娠を希望する女性など
に対し、風疹予防接種の助成を開始しています。
・検診を受診しやすい体制をつくるため、集団検診の土日の実施
や個別（施設）検診の実施を継続しました。
　また、前立腺がん検診を新たに導入し、早期発見、早期治療の
機会を設けました。
◆ 三春病院補助金（放射線画像表示モニター購入費）	5,586 万円
◆ 成人健康診査事業	・・・・・・・・・・・・2,568 万円
◆ 障がい者給付費	 ・・・・・・・・・・2 億 8,614 万円
◆ インフルエンザワクチン・子宮頸がん等予防接種助成費	4,674 万円他

 産業振興による地域活性化に関する取組み
・中心市街地蔵の第 1 期整備を行いました。今後は三春まち
づくり公社と連携し、入店希望者を選定、引き続き第 2 期工
事を実施して、中心市街地商業施設の拠点としていきます。
・町内に避難している、葛尾村、富岡町と共催で「三春春ま
つり」、「秋まつり」を開催し、多くの観光客が来町しました。
・滝桜期間中、無料シャトルバスの運行や臨時駐車場の設置、三
春駅からの臨時バスの運行などにより渋滞緩和策を講じました。
　また、25 年度に向けて、新たな臨時駐車場を整備しました。
・社会資本整備総合交付金を活用し、平成 22 年度から町
道北町荒町線の改良を行っています。24 年度は用地補償
契約の締結、改良工事の発注を行いました。
◆ 中心市街地蔵再生整備工事・・・・・・・・1,618 万円
◆ 三春春まつり・秋まつり実施運営補助・・・・650 万円
◆ 滝桜臨時駐車場管理業務委託・・・・・・・5,420 万円
◆ 滝桜遊歩道舗装内替工事・臨時駐車場整備工事　695 万円
◆ 北町荒町線改良工事・・・・・・・・・・・6,484 万円
◆ 中山間地域等直接支払推進事業・・・・・7,255 万円他

● 歳入 ● 歳出

■ 町民一人あたりに換算した経費（平成 25 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口 17,573 人で計算）

主な歳入

地方交付税　161,218 円
国庫支出金　105,175 円
町税　　　　  93,150 円
町債　　 　　 46,167 円

主な歳出
教育関係　　99,519 円
民生関係　　95,746 円
総務関係　　71,864 円
町債返済　　50,649 円
消防関係　　41,332 円

ひとりあたり

504,889 円
ひとりあたり

480,905 円
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● 一般会計の借入金残高
■ 町の借入金はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

　定期償還の確実な実行と
新たな借入金の抑制などによ
り、借入金の残高を減らして
います。

※ 町の借入金の残高には、一般会
計のほか企業会計分もあります。

　詳細については、上記の平成
24 年度企業会計決算額をご
覧ください。

（一般会計分＋企業会計分）÷ 町民人口
＝（85 億 7,096 万円＋ 49 億 6,041 万円）÷17,573 人＝ 770,009 円

町民一人あたりに換算した借入残高　　　770,009 円
（平成 25 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口 17,573 人で計算）

H1570

90

110

130

150

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

132億2,279万円

128億2,309万円

122億2,580万円

114億7,308万円

108億3,577万円

102億6,262万円

96億1,932万円

86億9,993万円

億

年度H23

85億2,241万円

H24

85億7,096万円

■ その他の会計について（特別会計と企業会計）　一般会計のほか、下記の会計があります。

　特別会計は、特定の事業における歳入歳出を明確にするため、一般会計と区分して会計処理を行います。企業
会計は、公営企業としての事業（水道・下水道等・宅造・病院など）にかかる会計です。

会計別

国民健康保険

後期高齢

介護保険

町営バス事業

放射性物質対策

合計

歳入金額

20億7,796万円

1億6,109万円

14億1,951万円

1,676万円

5億6,680万円

42億4,212万円

歳出金額

18億9,897万円

1億6,030万円

13億6,602万円

1,676万円

5億6,680万円

40億   885万円

差引額

1億7,899万円

79万円

5,349万円

0万円

0万円

2億3,327万円

会計別 歳入金額

3億3,419万円

5,543万円

2億3,096万円

8,127万円

2,616万円

230万円

559万円

7億3,590万円

歳出金額

2億8,648万円

2億1,634万円

2億5,681万円

2億1,087万円

3,328万円

8,982万円

559万円

10億9,919万円

  借入金残額

収益的
資本的
収益的
資本的

収益的
資本的

水道事業

下水道事業等

宅地造成事業　収益的

病院事業

合計

17億8,955万円

28億7,086万円

0円

46億6,041万円

0円

■ 平成 24 年度　特別会計決算額 ■ 平成 24 年度　企業会計決算額

※ 下水道事業などにおいては、公営企業経営健全化計画（18 ～ 25 年度）を策定し、増収対策・経済削減などの具体的な計
画をたて改善を行っています。

■ 東日本大震災・福島第一原子力発電所事故からの復旧・復興に関する経費について

 災害復旧事業について
・その多くが、平成 23 年度からの繰越の事業費です。
◆ 農林水産施設災害復旧費	・・・・・・・・・6,921 万円
◆ 土木施設災害復旧費	・・・・・・・・・・・7,903 万円
◆ 公立学校施設災害復旧費	・・・・・・・・・1,453 万円
◆ 社会教育施設災害復旧費	・・・・・・・・・・681 万円
◆ その他の公共施設・公用施設災害復旧費	・・3,801 万円
◆ 損壊家屋解体撤去工事	・・・・・・・・・2 億 268 万円
◆ 被災住宅修繕工事費助成金	・・・・・・・・9,318 万円
◆ 東日本大震災農業生産対策交付	・・・2 億 2,935 万円他

 原子力発電所事故への対応について
・原発事故による対応は放射性物質への対策、東京電力に対
する損害賠償請求、避難自治体への支援等に取組みました。
◆ 仮置場設置事業	・・・・・・・・・・・1 億 7,940 万円
◆ 公共施設除染事業	・・・・・・・・・・・1 億 336 万円
◆ 農地・住宅除染事業	・・・・・・・・・1 億 8,536 万円
◆ 食品等放射能測定事業	・・・・・・・・・・3,127 万円
◆ 防災無線行政デジタル事業	・・・・・・1 億 7,850 円他

4

物件費
4億2,319万円 普通建設事業  5億9,155万円 災害復旧事業

2億7,939万円
補助費等

2億6,132万円 
積立金
1億1,718万円  

 
県支出金

 7億8,189万円 
 国庫支出金

4億1,657万円 
繰入金

 1億 6,638万円 
地方債
1億 1,870万円 

繰越金
1億2,330万円 

震災特別復興
交付税など　
1億3,200万円 

寄附金
429万円

その他
71万円

 歳入総額（復旧・復興分）　17億4,384万円

歳出総額（復旧・復興分）　17億1,941万円 人件費
3,618万円

扶助費など
1,060万円



■ 町の財産はどれくらいあるのでしょうか（一般会計）

※ １ 積立基金のうち財政調整基金・減債基金以外は目的基金
といわれ、特定の事業のために積み立てているものです。

※ ２ 財政調整基金とは、財源の不足や緊急の事業に備えて積み
立てておくもので、いわば町の貯金です。

※ ３ 減債基金は、借入金の返済のために積み立てておくものです。

内訳

土地（施設用地、山林など）

建物（庁舎、各施設など）

物権（地上権）

有価証券（株券）

出資による権利

自動車・消防車両など

積立基金

運用基金（現金など）

運用基金（貸付金）

現在高

223万4,231㎡

11万3,732㎡

12万9,755㎡

6,769万円

29億3,264万円

122台

30億1,370万円

5,000万円

　0円

区分

公有財産

物件

基金

財政調整基金（※ ２）（現金）	 ……… ７億 3,902 万円
減債基金（※ ３）	 …………………………… 794 万円
水道経営安定基金	 …………………… 11 億 336 万円
福祉基金	 …………………………………… 5,531 万円
さくら基金	 ………………………………… 2,880 万円
観光振興基金	………………………………… 527 万円
教育施設整備事業基金	………………… 1 億 406 万円
三春の森保全基金	 ………………………… 2,013 万円
三春病院事業基金	…………………… 2 億 7,373 万円
公有施設整備基金	…………………… ３億 4,121 万円
東日本大震災復興基金	……………… 2 億 4,448 万円
東日本大震災復興交付金基金	 …………… 6,300 万円
その他の基金	 ……………………………… 2,739 万円

積立基金（※ １）の内訳

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成 24 年度決算に基づく「健全化判断比率」お
よび「資金不足比率」を公表します。
　この法律は、地方公共団体の財政状況を指標として表し、健全化の状況をより明らかにするためのものです。
　各指標のいずれかが早期健全化基準以上の場合、財政健全化計画あるいは財政再生計画を策定し、健全化にむけ
て取組むこととなります。

健全化判断比率などの公表について

　平成 24 年度決算に基づく三春町の健全化判断比率及び資金不足比率は、算定の結果、基準値を下回っています。
　また、「健全化判断比率」を構成する指標のひとつである「実質公債費比率」は平成 22 年度に 18％を下回り、
平成 23 年度に続き、平成 24 年度においても引き下げることができました。
　引き続き、より徹底した経費の節減や行財政改革を進め、財政の健全化に取組んでいきます。

指　標 三春町
早期健全化

基準
財政再
生基準

①実質赤字比率 —（—） 15.0％ 20.0％

②連結実質赤字比率 —（—） 20.0％ 30.0％
③実質公債費比率 11.8％（13.9％） 25.0％ 35.0％
④将来負担比率 75.4％（90.0％） 350.0％

※ 実質赤字、連結実質赤字とならなかったため「ー（該当なし）」で表示
　しています。（　）書きは 23 年度数値です。

公営企業 三春町
経営健全
化基準

水道事業会計 —（—） 20.0％

下水道事業等会計 —（—） 20.0％

病院事業会計 —（—） 20.0％

宅地造成事業会計 —（—） 20.0％

※ 資金不足とならなかった会計は「ー（該当なし）」
　で表示しています。（　）書きは 23 年度数値です。

▼ 健全化判断比率 ▼ 資金不足比率

★ 三春町の比率

■ 主な町税などの徴収率（納期内に納めましょう）

　町民税や固定資産税などの町税は、町が行政サービス
を提供するための極めて重要な財源であり、国民健康保
険税は、国民健康保険制度の運営に使用されます。この
ため、滞納額が増えると、行政サービスの低下や国民健
康保険制度の運営ができなくなる恐れがあります。
　また、「滞納」とは、納期限までに納付されていない
状態をいいます。納期限までに納付がない場合は、督促
状や催告書を送付し、納付を促しています。税金を滞納
したままにしておくと、財産の差押えなど滞納処分を行
い、強制的に税金を徴収することになります。督促状や
催告書の経費も、皆さんが納めた税金から支払われます。
　納期限内の納付をお願いします。

収入済額
7億4,725万円

973万円
7億2,396万円
1,073万円

4億2,759万円
3,029万円
4,500万円
95万円

5,660万円
196万円

収入未済額
540万円
1,583万円
340万円
1,529万円
2,495万円
7,541万円

3円
270万円
62万円
767万円

H24徴収率
99.28%
36.33%
99.49%
36.76%
94.49%
26.72%

　　 99.93%
23.21%
98.92%
20.34%

H23徴収率
99.18%
38.47%
99.22%
28.81%
93.74%
26.71%
 100.00%
14.91%
98.65%
19.19%

現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
滞納繰越分
現年度分
過年度分
現年度分
滞納繰越分

町民税

固定資産税

国民健康保険税

保育料

町営住宅使用料

税目／現年・滞納繰越別

問い合わせ先　財務課　財務・改革グループ　☎62-2132
5



■現地災害対策本部設置訓練（８:30）
■情報伝達訓練
■炊き出し訓練
■三春中学校避難訓練、負傷者搬送訓練（８:40）
　防災ヘリ、消防はしご車による救助訓練
　一斉放水訓練
■交通規制訓練、交通事故救出訓練（９:45）
　トリアージ・応急手当訓練
■災害状況偵察訓練、災害救助犬による捜索訓練（10:25）
■倒壊家屋からの救出・消火訓練（10:40）
■ラッパ隊ドリル演奏、幼年消防クラブ行進（11:15）
■閉会式（11：40）
■ふれあいコーナー（９:00 〜 11:30）
　消防防災資機材展示コーナー
　煙体験、消火体験、地震体験などの体験コーナー
　災害救助犬、ラッパ隊などとのふれあいコーナー

※ なお、当日は訓練のため運動公園内は通行止めとなり、
　通行できませんのでご注意ください。

総合防災訓練スケジュール

　この訓練は、県中地方振興局が共催となり、県中地方管内の９町村間で毎年実施されているものであり、今年
度は三春町を会場に実施されます。
　訓練当日は、消防防災ヘリコプターや消防はしご車による救助訓練、交通事故を想定した救助・搬送訓練、倒
壊家屋救出・消火訓練などが行われます。また、煙体験ハウスや地震を体験できる起震車など、体験コーナーも
設置しておりますので、皆さんぜひ、ご来場ください。

平成 25 年度　三春町・福島県県中地方総合防災訓練

◆ 日時  10 月 20 日（日）午前８時 30 分〜
◆ 場所  三春町運動公園および三春中学校

▶ 問い合わせ先　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114

昨年の防災訓練のようす（三春町営グラウンド）

三
春
大
神
宮
祭
礼
に
伴
う

　

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

三
春
大
神
宮
祭
礼
が
、
10
月
12
日
（
土
）・

13
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

12
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
祭
典
が
開
催
さ

れ
、
午
後
２
時
か
ら
は
剣
道
協
会
に
よ
る
少

年
剣
道
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
午
後
３
時
30
分
か
ら
は
、
狐
の
種

ま
き
（
楽
人
に
よ
る
お
菓
子
ま
き
）
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

13
日
の
本
祭
の
還
御
に
は
、
新
町
の
長
獅

子
、
子
ど
も
神
輿
や
若
連
神
輿
、
山
車
な
ど

が
、
新
町
屯
所
前
か
ら
三
春
大
神
宮
ま
で
を

練
り
歩
き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、13
日
（
日
）

は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
露
店
の
出
店
場
所
が
、
今
年
は
八

幡
町
裏
通
り
線
（
大
神
宮
橋
～
八
幡
橋
）
に

変
更
と
な
り
、
２
日
間
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

交
通
規
制
日
時　

　
10
月
13
日
（
日
）
午
後
５
時
30
分
〜
10
時

▼ 

交
通
規
制
区
間　

▽ 

県
道
飯
野
三
春
石
川
線

　

 

桜
ヶ
丘
交
差
点
〜
大
町
三
ツ
角

▽ 

国
道
２
８
８
号

　

 

大
町
三
ツ
角
～
八
幡
町
お
ど
り
場

▽ 

町
道
八
幡
町
貝
山
線

▽ 

町
道
御
免
町
縦
線

▽ 

町
道
大
神
宮
線

▽ 

町
道
八
幡
町
裏
通
り
線
（
12
・
13
日
）

▼ 

規
制
内
容　
車
両
通
行
止
め

▼ 

問　
三
春
町
明
る
い
祭
礼
推
進
委
員
会

　
　
　

 （
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
内
）

　
　
　

 

☎
62-

３
９
６
０
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現
庁
舎
は
、
昭
和
40
年
に
建
設
さ
れ
、
現
行
の

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
な

い
建
築
物
で
あ
り
、築
47
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
拠
点
お
よ
び
災
害
対
策
活
動
の
中

心
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な

機
能
お
よ
び
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
課
題
へ
の
対
応
を
検
討
す
る
と
、
現
庁
舎

の
補
強
お
よ
び
改
修
で
は
課
題
を
解
消
す
る
こ
と

が
出
来
ず
、
新
庁
舎
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、「
三
春
町
役
場
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

現
状
と
課
題

　

庁
舎
の
耐
震
性
能
が
不
足
し
、
災
害
時
の
危
険

性
が
懸
念
さ
れ
る
、
災
害
対
策
拠
点
と
し
て
の
機

能
、
性
能
が
不
足
、
来
庁
者
に
と
っ
て
も
職
員
に

と
っ
て
も
ス
ペ
ー
ス
が
狭
隘
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
対
応
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
急
な
新
庁
舎
建
設
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
建
設
候
補
地

　

新
庁
舎
の
建
設
候
補
地
を
検
討
し
、「
現

役
場
駐
車
場
」
と
し
ま
し
た
。

庁
舎
が
備
え
る
べ
き
機
能

① 

防
災
拠
点
、
災
害
対
策
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

　

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
防
災
拠
点
機
能

② 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

利
用
者
が
使
い
や
す
く
職
員
も
使
い
や
す

い
、
便
利
な
庁
舎
機
能

③ 

来
庁
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　

来
庁
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
し

た
空
間
と
動
線
配
置

④ 

駐
車
場
の
確
保

　

来
庁
者
等
に
配
慮
し
た
駐
車
場
の
整
備

⑤ 

環
境
負
荷
の
低
減

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

⑥ 

町
民
や
産
業
の
交
流
機
能

　

町
民
や
産
業
の
多
様
な
文
化
・
交
流
機
能

⑦ 

議
場

　

開
か
れ
た
議
場

⑧ 

景
観
へ
の
配
慮

新
庁
舎
の
規
模

　

規
模
は
３
、０
０
０
㎡
程
度
で
、
３
階
建
、

ま
た
は
、
４
階
建
と
し
、
で
き
る
限
り
コ
ン

パ
ク
ト
な
庁
舎
と
し
ま
す
。

三
春
町
役
場
庁
舎
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

概
算
事
業
費

　
11
億
９
、６
５
０
万
円

▼ 

問　
財
務
課 

公
共
施
設
整
備
班

　
　
　

 

☎
62-

２
１
３
２

事
業
手
法

　

設
計
施
工
分
離
方
式
と
し
、
施
工
に
つ
い

て
も
分
割
発
注
で
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
設
計
に
つ
い
て
は
、
公
募
型
（
条

件
付
）
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
し
ま
す
。

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼ 

平
成
25
年
度　
基
本
・
実
施
設
計

▼ 

平
成
26
・
27
年
度　
建
設
工
事

災
害
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

★ 

愛
西
市
（
愛
知
県
）
か
ら
後
任
の
災
害
応
援
職
員
が
着
任
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
応
援
と
し
て
、
愛
知
県
の
愛
西
市
と
尾
張
旭
市
か
ら

職
員
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
４
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
期
間
で
愛
西
市
か
ら
派
遣
さ
れ
、
着
任
い
た
だ
い

て
い
た
山
田
英
穂
さ
ん
が
、
派
遣
期
間
満
了
に
よ
り
愛
西
市
に
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。
山
田
さ
ん

に
は
、
建
設
課
で
道
路
の
災
害
復
旧
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
田
さ
ん

の
後
任
と
し
て
、
愛
西
市
か
ら
西
川
稔
さ
ん
が
新
た
に
着
任
さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
の
期
間
、
建
設
課
で
勤
務
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

山
田
さ
ん
か
ら
一
言

　

派
遣
職
員
と
し
て
三
春
町
で
お
世
話
に
な

り
、
早
い
も
の
で
６
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　

何
も
分
か
ら
な
い
私
に
、
皆
さ
ん
が
親
切

に
し
て
下
さ
り
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
三
春
町
を
思
い
、
一
日
も
早

い
東
北
の
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。
半
年
間

お
世
話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

愛西市から災害応援として着任いただいていた山田さん

★ 尾張旭市
尾張旭市は、愛知県の北西部に位置し、
尾張丘陵とこれを開いた矢田川の流域
に広がっています。
○ 面積：21.03k ㎡

（尾張旭市勢要覧より抜粋）

★ 愛西市
愛西市は、愛知県の西部に位置し岐阜
県と三重県に接する西の玄関口となっ
ています。
○ 面積：66.63k ㎡

（愛西市勢要覧より抜粋）

7



　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園
申
込
み
を
開
始
し
ま
す
。

▼ 

注
意
事
項

▽ 

入
所
の
決
定
は
、
申
込
み
受
付
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

施
設
の
規
模
や
申
込
み
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
入
所
審
査
会
な
ど
に
よ
っ

て
、
入
所
い
た
だ
く
施
設
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

18
歳
以
下
（
高
校
３
年
生
ま
で
）
の
児
童
を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る
世
帯
の
３

人
目
以
降
の 

お
子
さ
ん
の
入
所
・
入
園
の
場
合
に
は
、
保
育
料
は
免
除
と
な
り
、

入
所
・
入
園
当
初
は
、
お
子
さ
ん
の
心
の
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
２
週
間
程
度
の

短
縮
保
育
（
慣
ら
し
保
育
）
が
あ
り
ま
す
。

8

保
育
所
・
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す

▼ 

第
１
保
育
所
（
担
橋
）

　
☎
62-

３
８
３
９　
定
員

120
名

▼ 

第
２
保
育
所
（
貝
山
）

　
☎
62-

２
７
４
８　
定
員
80
名

　

次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
よ
り
、
保
育
が

で
き
な
い
場
合

① 

両
親
が
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

② 

両
親
が
家
庭
内
で
内
職
な
ど
家
事
以
外

の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

③ 

事
情
に
よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
の
場
合

④ 

親
が
出
産
前
後
、
ま
た
は
身
体
的
な
障

害
が
あ
る
場
合

⑤ 

自
然
災
害
に
あ
い
、
そ
の
復
旧
の
間

⑥ 

求
職
中
の
場
合

▼ 

年
齢
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

▽ 

第
１
保
育
所　
満
１
歳
か
ら

▽ 

第
２
保
育
所　
生
後
６
か
月
を
超
え
て

か
ら
（
０
歳
児
は
定
員
６
名
）

平
成
26
年
度
の

対
象
と
な
る
児
童

保
育
す
る
時
間

▼ 
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼ 

時
間
外
（
第
２
保
育
所
の
朝
の
時
間
外

　

保
育
は
、
１
歳
児
か
ら
実
施
）

▽ 

第
１
保
育
所　

　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時
30
分

　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
５
時
45
分

▽ 

第
２
保
育
所　

　

午
前
７
時
15
分
～
午
前
８
時
30
分

　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
５
時
45
分

▼ 

土
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼ 

時
間
外

　

午
前
７
時
30
分
（
第
２
保
育
所
は
、
午
前

７
時
15
分
）
～
午
前
８
時
30
分

▼ 

延
長
保
育
（
第
２
保
育
所
）

※ 

有
料　

定
員
15
名

▽ 

対
象
年
齢　
満
１
歳
以
上

▽ 

日
時　
月
〜
金
曜
日 

午
後
６
時
45
分

町
立
認
可
保
育
所

保
育
料
（
月
額
）

　

平
成
25
年
分
の
所
得
税
の
額
の
区
分
（
階
層
区
分

に
よ
る
基
準
額
）
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。（
所
得
税

が
非
課
税
の
場
合
は
市
町
村
民
税
額
に
よ
り
ま
す
）

▼ 

延
長
保
育
料　
月
額
３
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
15
日
以
内
の
場

　

合
は
、
日
額
２
０
０
円

▼ 

昼
食 

給
食　

※ 

３
歳
以
上
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
主
食
（
ご
は

　

ん
、
パ
ン
な
ど
）
の
持
参
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆ 
申
込
期
間　
10
月
１
日（
火
）〜
10
月
31
日（
木
）

▼ 

北
保
育
所
（
北
成
田
）

　
☎
62-

４
１
３
３　
定
員
40
名

　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以
上
の
児
童

対
象
と
な
る
児
童

町
立
認
可
外
保
育
所

保
育
す
る
時
間

▼ 

月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼ 

時
間
外

　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時
30
分

▼ 

土
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼ 
時
間
外

　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時
30
分

▼ 

延
長
保
育
（
有
料　
定
員
15
名
）

　

月
～
金
曜
日　

午
後
６
時
ま
で

保
育
料
（
月
額
）

▼ 

保
育
料　
月
額
５
、９
０
０
円

▼ 

延
長
保
育
料　
月
額
３
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
10
日
以
内
の
場
合
は
、
日
額
３
０
０
円

▼ 

入
所
料　
入
所
時
５
、０
０
０
円

▼ 

昼
食 

給
食　
（
平
成
25
年
度
の
給
食
費
は

　

年
額
３
９
、７
３
８
円
、
土
曜
日
や
小
学
校

　

が
長
期
休
暇
中
は
、
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼ 

岩
江
幼
稚
園
（
上
舞
木
）

　
☎
０
２
４-

９
５
６-

４
１
３
３　
定
員

120
名

▼ 

中
郷
幼
稚
園
（
柴
原
）

　
☎
62-

２
８
７
５　
定
員
60
名

町
立
幼
稚
園

　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
満
３
歳
以
上
の
児
童

対
象
と
な
る
児
童

保
育
す
る
時
間

▼ 

月
～
金
曜
日

▽ 

岩
江
幼
稚
園　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
半
頃
ま
で

▽ 

中
郷
幼
稚
園　
　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
頃
ま
で

▼ 

時
間
外

　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時
30
分

▼ 

預
か
り
保
育
（
有
料
・
両
園
と
も
実
施
）

▽ 

月
～
金
曜
日　
午
後
６
時
ま
で

▽ 

土
曜
日　
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分
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▼ 

各
保
育
所

▼ 

各
幼
稚
園

▼ 

教
育
課
幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

▼ 

役
場
１
階
窓
口
（
日
曜
窓
口
で
も
受
付
）

▼ 

問　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎ 

62-

８
１
１
９

※ 

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
第
１
保
育
所
の
公

設
民
営
化
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
取
り
や
め
に
な
り
ま
し
た
。

申
込
用
紙
・
申
込
先

　

算
数
、
数
学
、
と
聞
く
と
九
々
を
覚
え
た
こ
と
や
、

方
程
式
や
図
形
の
証
明
に
悩
ん
だ
日
々
を
思
い
出
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
田
村
郡
の
人
々
は
「
和

算
」
と
い
う
、
日
本
で
発
達
し
た
算
術
を
習
い
覚
え
る

こ
と
に
熱
中
し
ま
し
た
。
身
分
の
上
下
、
男
性
女
性
を

問
わ
ず
、で
す
。
し
か
し
、明
治
の
学
制
発
布
に
伴
っ
て
、

学
校
で
は
和
算
で
は
な
く
洋
算
、つ
ま
り
欧
米
よ
り
入
っ

て
き
た
ス
タ
イ
ル
の
数
学
を
学
ぶ
こ
と
が
決
ま
り
、
次

第
に
和
算
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
和
算
は
明
治
に
入
っ
て
洋
算
に
駆
逐
さ

れ
た
古
い
学
問
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
な
の
で
す
が
、

実
際
に
は
、
明
治
の
人
々
が
熱
狂
し
、
身
に
つ
け
た
和

算
の
素
養
こ
そ
が
、そ
の
後
科
学
技
術
の
受
容
に
あ
た
っ
て
役
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

昨
年
当
館
で
は
、
こ
の
地
方
で
中
心
と
な
っ
て
和
算
を
教
授
し
た
佐
久
間
庸
軒
の
最
後
の
弟

子
で
あ
る
、
助
川
音
松
の
資
料
に
つ
い
て
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
音
松
は
、
庸
軒
の
執
筆
す
る

和
算
書
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
三
春
に
庸
軒
の
和
算
塾
の
再
興
を
目
指
し
た
人
で
も
あ
る
の
で

す
が
、
い
ち
早
く
洋
算
も
学
び
、
測
量
な
ど
の
分
野
で
も
活
躍
し
た
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

文
明
開
化
を
支
え
た
技
術
者
の
一
人
で
あ
っ
た
彼
の
資
料
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
和
算
の

世
界
、
助
川
音
松
の
仕
事
と
学
び
を
た
ど
り
ま
す
。

▼ 

期
間　
10
月
26
日
（
土
）
〜
12
月
１
日
（
日
）

▼ 

入
館
料　
一
般 

・
大
学
生
３
０
０
円
／
小
中
高
校
生 

１
５
０
円

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
62-

５
２
６
３

助川音松が所蔵していた和算独学

　

歴
史
民
俗
資
料
館
秋
季
企
画
展

　
　
　

「
あ
る
和
算
家
の
生
涯 

〜
助
川
音
松
の
学
び
と
仕
事
」
開
催

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
資
料
の
虫
害
・
カ
ビ
害
を
防
ぐ
た
め
の
く
ん
蒸
作
業
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
郷
土
人
形
館
の
展
示
品
に
つ
い
て
も
、
資
料
館
に
運
ん
で
処
理
を
行
い
ま

す
の
で
、
ど
ち
ら
も
観
覧
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
来
館
を
予
定
し
て
い
る
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
貴
重
な
資
料
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
10
月
12
日
（
土
）
か
ら
は
通
常
ど
お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

▼ 

期
間　
10
月
８
日
（
火
）
～
11
日
（
金
）

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
62-

５
２
６
３

く
ん
蒸
作
業
の
た
め
の
休
館
の
お
知
ら
せ

保
育
料
（
月
額
）

▼ 
保
育
料　
月
額
５
、９
０
０
円

▼ 

預
か
り
保
育
料　
月
額
６
、０
０
０
円

※ 

保
育
日
数
が
１
か
月
に
10
日
以
内
の
場
合
は
、
日
額
５
０
０
円

▼ 

入
園
料　
入
園
時
５
、０
０
０
円

▼ 

昼
食　

　

給
食
（
平
成
25
年
度
給
食
費
は
年
額

３
８
、１
８
４
円
、
土
曜
日
・
長
期
休
暇
中
の
給

食
は
あ
り
ま
せ
ん
）

光
の
子
保
育
園
の
入
園
案
内

　

三
春
幼
稚
園
内
に
あ
る
光
の
子
保
育
園
は
、
平
成

25
年
４
月
よ
り
私
立
認
定
保
育
所
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
料
は
町
の
認
可
保
育
料
と
同
じ
で
、
平
成
25

年
分
の
所
得
税
の
額
の
区
分
（
階
層
区
分
に
よ
る
基
準

額
）
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。
対
象
は
生
後
６
か
月
～

２
歳
児
ま
で
で
す
。
申
込
み
は
直
接
保
育
園
へ
、
申
込

み
締
め
切
り
は
、
10
月
31
日
で
す
。
月
曜
日
は
オ
ー
プ

ン
保
育
と
な
っ
て
お
り
、
午
前
中
見
学
が
可
能
で
す
。

▼ 

問　
光
の
子
保
育
園

　
　
　

 

☎ 

62-

２
５
４
８

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
８
月
30
日
に
発

掘
調
査
現
場
の
見
学
会
を
開
催
し
、
た
く
さ

ん
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
は
、
役
場
駐
車
場
で
河
川
改
修

な
ど
の
工
事
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
遺
跡
に
つ

い
て
、
図
面
や
写
真
な
ど
に
記
録
す
る
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
川
沿
い
部

分
の
調
査
が
終
了
す
る
の
で
、
見
学
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
江
戸
時
代
初
期
に

建
設
さ
れ
た
桜
川
の
護
岸
石
積
み
や
、
川
へ

降
り
る
石
段
跡
な
ど
を
見
て
ま
わ
る
と
と
も

に
、
出
土
し
た
江
戸
時
代
か
ら
近
現
代
の
茶

碗
や
皿
な
ど
の
出
土
品
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
は
表
通
り
沿
い
で
の
発
掘
調
査

を
進
め
て
お
り
、
全
体
の
調
査
成
果
が
ま
と

ま
っ
た
段
階
で
、
再
度
、
説
明
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

発掘調査現場見学会のようす

発
掘
調
査
現
場
見
学
会
開
催



第
10
回
三
春
秋
ま
つ
り
が

　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
す

　

三
春
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
富
岡
町
と
葛
尾
村
と
の
共
催
事
業
と
し
て
、
第
10
回
三
春
秋

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、展
示
や
販
売
、旬
の
食
材
を
使
っ
た
出
店
が
並
び
、誰
も
が
「
来

て
・
見
て
・
参
加
し
て
」
楽
し
い
ま
つ
り
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
見
ど
こ
ろ
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

日
時　
11
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

※ 

９
日
は
午
前
９
時
30
分
よ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆ 

場
所　
三
春
町
運
動
公
園

ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

（
屋
外
ス
テ
ー
ジ
、
町
民
体
育
館
）

　

学
校
の
合
奏
や
合
唱
、
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
に

よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
湯

ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会
、
三
春
町
公
式
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
披
露
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

交
通
規
制

　

開
催
中
は
、
町
営
運
動
場
線
楽
内
側
入
り

口
か
ら
三
春
町
運
動
公
園
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

入
口
ま
で
の
区
間
が
、
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。

　

駐
車
場
は
、
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車

場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

町
営
バ
ス
運
行

　

三
春
秋
ま
つ
り
開
催
の
た
め
、
町
営
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
み
は
る
11
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

問い合わせ先　三春秋まつり実行委員会事務局（産業課 商工観光グループ）　☎62-3960

展
示
コ
ー
ナ
ー（
三
春
中
学
校
体
育
館
）

　

町
内
の
企
業
・
団
体
の
製
品
・
商
品
・
作

品
の
展
示
・
販
売
や
姉
妹
都
市
な
ど
の
観
光
・

物
産
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。（
約
30
ブ
ー
ス
）

　

新
鮮
な
農
産
物
や
三
春
グ
ル
メ
ン
チ
、
三

春
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
食
べ
物
を
販
売
し
ま

す
。（
約
50
ブ
ー
ス
）

販
売
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

（
中
央
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
駐
車
場
、町
民
体
育
館
前
駐
車
場
）

　

動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
水
引
細
工
の

ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
、
親
子
で
匠
の
技
を
学

ぶ
木
工
教
室
が
体
験
で
き
ま
す
。

体
験
コ
ー
ナ
ー

（
三
春
中
学
校
校
庭
、
三
春
中
学
校
体
育
館
）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

４
か
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
抽
選
す
れ

ば
、
素
敵
な
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

参
加
者
大
募
集

◆ 

湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会

　

恒
例
と
な
っ
た
湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会 

～
今
年
も
熱
い
戦
い
が
や
っ
て
く
る
～

▼ 
豪
華
景
品
多
数
あ
り

▼ 
参
加
費　
無
料
（
事
前
予
約
・
先
着
20
名
）

▼ 

申
込
期
限　
10
月
25
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
商
工
会
☎
62-

３
５
２
３

◆ 体験コーナー
11月10日（日）

午前10時～午後３時
11月９日（土）

午前10時～午後３時日時

場所
イベント名

内容

参加料
申込期限

申込・問

水引ストラップづくり
伝統工芸水引細工を利用した
オリジナルストラップづくり

200円
当日申込

生涯学習支援ボランティアの会
☎ 62-3268
三春交流館「まほら」
☎ 62-3837

親子木工教室 
建築大工業組合の指導による
巣箱などの木工細工づくり

無料
10月28日（月）

産業課 商工観光グループ
☎ 62-3960

三春中学校体育館

出演内容 会場

ミニウルトラヒーロー
ショー

紅晴美 ミニコンサート
三春町公式マスコッ
トキャラクター発表

ドキドキ！プリキュアショー

湯どうふ食べくらべ大会

森昌子ミニコンサート

屋外ステージ

屋外ステージ

オープニングセレモニー 屋外ステージ

屋外ステージ

屋外ステージ

町民体育館
前駐車場

町民体育館
閉会式 屋外ステージ

◆ 主な出演内容
期日

１１月9日
（土）

11月10日
（日）

出演時間（予定）

午前11時
午後2時

午後1時

午前9時30分

午後2時40分

午前10時30分
午後2時

正午

午後2時30分
午後3時40分

※ 都合により出演者、スケジュールが変更となる場合があります。

昨年の湯どうふ食べくらべ大会のようす
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血
管
年
齢
で
差
を
つ
け
る
！
～
今
か
ら
で
き
る
！

　
　
　

 

生
活
習
慣
病
予
防
術
講
座
～
の
お
知
ら
せ

　

健
診
結
果
で
血
糖
値
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど

が
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
始
め
た
ア
ナ
タ
！ 

そ
の
ま

ま
放
っ
て
お
い
て
大
丈
夫
で
す
か
？ 

ち
ょ
っ
と
高

め
を
放
っ
て
お
く
と
、
血
管
が
傷
み
始
め
、
動
脈
硬

化
が
知
ら
ず
知
ら
ず
に
進
み
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
と

言
っ
た
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
未
来
の
自
分
の

た
め
に
、
今
か
ら
予
防
術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

昨
年
、
好
評
だ
っ
た
教
室
を
今
年
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
！ 

身
近
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
食
事
や
運
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
キ
ラ
キ
ラ
・
す

べ
す
べ
の
血
管
を
み
ん
な
で
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
！

★ 

共
通
事
項

▼ 

対
象
者　
三
春
町
に
お
住
ま
い
の
40
か

ら
64
歳
ま
で
の
方
、
今
年
度
特
定
健
診
や

職
場
健
診
の
結
果
、腹
囲
、Ｂ
Ｍ
Ｉ
、血
圧
、

脂
質
や
血
糖
な
ど
が
要
指
導
と
な
っ
た
方

ま
た
は
、
そ
の
ご
家
族
で
希
望
さ
れ
る
方

※ 

持
病
や
内
服
等
で
運
動
制
限
の
あ
る
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼ 

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▼ 

会
場　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

持
ち
物　
運
動
コ
ー
ス
希
望
の
方
は
、
運
動

　

で
き
る
服
装
、 

水
分
補
給
用
の
飲
み
物
な
ど

▼ 

募
集
人
数　
各
コ
ー
ス
15
名
（
先
着
順
） 

▼ 

申
込
期
限　
10
月
15
日
（
火
）

★ 

食
コ
ー
ス

　
そ
の
ひ
と
口
が
・
・
。
甘
く
て
美
味
し
～
誘
惑
に
つ
い

つ
い
負
け
て
し
ま
う
・
・
・
そ
ん
な
方
に
お
勧
め
の
食
コ
ー

ス
。
体
脂
肪
減
少
を
目
的
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

の
コ
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
く
教
室
で
す
。

▼ 

男
性
の
た
め
の
コ
ー
ス　
３
回
１
コ
ー

　

ス
男
性
限
定
の
楽
し
い
教
室
で
す
。

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

　

今
年
の
春
は
、
三
春
滝
桜
へ
約
23
万
人
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
23
年
は
15
万
人
、
昨
年
は
21
万
人
で
し
た
の
で
、
少
し
ず
つ
観
光

客
が
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、22
年
度
か
ら
導
入
し
た
「
滝
桜
観
桜
料
」
は
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

５
、９
５
８
万
円
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

こ
の
収
入
は
、
期
間
中
の
臨
時
駐
車
場
の
運
営
や
周
辺
の
交
通
整
理
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施
な
ど
の
費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
年

間
を
通
し
て
の
滝
桜
保
護
保
存
、
滝
桜
周
辺
地
区
・
道
路
の
清
掃
・
草
刈
り
な
ど
の
維
持
管

理
費
、
三
春
町
の
観
光
振
興
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

❶ 滝桜指定管理業務委託
　　観光協会をとおしてのシーズン中の観光客受け入れ費用（仮設トイレ設置・
　管理、警備員配置、案内板設置、渋滞対策のシャトルバス運行など）
❷ 滝桜周辺施設などの維持管理費
　　滝桜シーズン中および年間をとおしての周辺地区・道路などの清掃、草刈り、
　土地借上げなどの観光客受け入れ費用と周辺施設などの維持管理費用
❸ 滝桜保護保存事業
　　滝桜の施肥や病虫害予防、冬期雪害対策などの保護保存費用
❹ 観光振興事業
　　滝桜を含めた三春町全体の観光 PR 事業費用

滝桜観桜料
の使いみち

5,958万円

❷滝桜周辺施
　設などの維
　持管理費　
　834万円

❸滝桜保護保存事業
308万円

❹観光振興事業
216万円

❶滝桜指定管理業務委託
4,600万円

▼ 

平
成
25
年
度
滝
桜
観
桜
料
収
支
グ
ラ
フ

今
春
の
滝
桜
観
桜
料
の
収
支

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎ 

62-

３
９
６
０

▽ 

お
い
し
い
・
簡
単
・
健
康
な
食
事
（
10
月
22
日
）

▽ 

男
を
み
が
く
バ
ラ
ン
ス
食
生
活
①
（
11
月
12
日
）

▽ 

男
を
み
が
く
バ
ラ
ン
ス
食
生
活
②（
12
月
３
日
）

▼ 

女
性
の
た
め
の
コ
ー
ス　
３
回
１
コ
ー

　

ス
女
性
限
定
の
楽
し
い
教
室
で
す
。

▽ 

血
管
年
齢
の
若
さ
を
保
つ
食
事
（
10
月
24
日
）

▽ 

バ
ラ
ン
ス
食
生
活
の
イ
ロ
ハ
！
①
（
11
月
14
日
）

▽ 

バ
ラ
ン
ス
食
生
活
の
イ
ロ
ハ
！
②
（
12
月
19
日
）

★ 

運
動
コ
ー
ス

　

運
動
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
百
も
承
知
、
分

か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
・
・
・
と
い
う
方
に
お
勧
め
の

運
動
コ
ー
ス
。
体
脂
肪
減
少
を
目
的
に
、
運
動
の
コ

ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
実
践
し
て
い
た
だ
く
教
室
で
す
。

▼ 
男
性
の
た
め
の
コ
ー
ス　
６
回
１
コ
ー

　

ス
男
性
限
定
の
楽
し
い
教
室
で
す
。

▽ 

実
践
！
動
け
る
か
ら
だ
作
り
（
10
月
29
日
）

▽ 

男
性
の
た
め
の
男
性
に
よ
る
運
動
と
ス
ト
レ
ッ
チ
①
（
11
月
26
日
）

▽ 

男
性
の
た
め
の
男
性
に
よ
る
運
動
と
ス
ト
レ
ッ
チ
②
（
12
月
20
日
）

▽ 

男
性
の
た
め
の
男
性
に
よ
る
運
動
と
ス
ト
レ
ッ
チ
③
（
１
月
16
日
）

▽ 

男
性
の
た
め
の
男
性
に
よ
る
運
動
と
ス
ト
レ
ッ
チ
④
（
２
月
25
日
）

▽ 

男
性
の
た
め
の
男
性
に
よ
る
運
動
と
ス
ト
レ
ッ
チ
⑤
（
３
月
11
日
）

▼ 

女
性
の
た
め
の
コ
ー
ス　
６
回
１
コ
ー

　

ス
女
性
限
定
の
楽
し
い
教
室
で
す
。

▽ 

美
び
っ
と
シ
ェ
イ
プ
！
脂
肪
燃
焼
系
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
10
月
23
日
）

▽ 

こ
れ
な
ら
で
き
る
！
毎
日
ス
ト
レ
ッ
チ
（
11
月
13
日
）

▽ 

骨
盤
周
り
集
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
12
月
18
日
）

▽ 

お
腹
周
り
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
１
月
15
日
）

▽ 

症
状
別
の
運
動
～
ひ
ざ
痛
・
腰
痛
・
肩

　

こ
り
・
尿
も
れ
～
（
２
月
26
日
）

▽ 

基
礎
代
謝
ア
ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ（
３
月
12
日
）
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に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
三
春
地
区
の
紹
介

※ 10 月 14 日（月）は祝日（体育の日）のため休みです。

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

自然観察ステーション

曜日地区 会場 10月開催日
7日・21日・28日
1日・8日・15日・22日
8日・15日・22日・29日
2日・9日・16日・23日
9日・16日・23日・30日
3日・10日・17日・24日

4日・11日・18日・25日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

三
春
地
区
の
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
は

三
春
町
保
健
セ
ン
タ
ー
と
八
島
台
集
会
所

の
２
か
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
様
子
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
は
町
内
８
か
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
一
番
参
加
者
が

多
い
と
こ
ろ
で
す
。
46
名
登
録
し
て
お
り
、

毎
回
30
数
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
の
で
、
男
性
の

参
加
者
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
見
学
や
申
込
み
は

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
い

で
く
だ
さ
い
。

橋
本
美
恵
子
さ
ん（
北
向
町
）

　
お
友
達
が
増
え
て
、
声
を
か

け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
運
動
を
し
て
体

調
も
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

浪
岡
彼
奈
子
（
南
町
）

　
と
て
も
楽
し
い
し
体
に
も
い

い
の
で
、
お
友
達
を
誘
っ
た
と

こ
ろ
一
緒
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
男
性
も
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

三
浦
タ
キ
子
さ
ん
（
荒
町
）

　

腰
痛
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で

す
が
、
参
加
し
て
運
動
を
続

け
た
と
こ
ろ
腰
が
楽
に
な
り
、

歩
行
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

山
崎
登
貴
子
さ
ん
（
新
町
）

　
ひ
と
り
暮
ら
し
で
寂
し
い
思
い

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん

お
友
達
が
で
き
、
毎
日
の
生
活
に

張
り
が
出
て
き
て
歩
行
時
の
ふ
ら

つ
き
も
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

新
野
ヨ
シ
子
さ
ん
（
中
町
）

　

楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

お
友
達
と
お
話
で
き
る
し
、
体

の
調
子
も
良
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
休
ま

ず
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

三
春
町
で
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
67
名
の
方
々
に
健
康
づ
く
り

推
進
員
と
し
て
、
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

岩
江
地
区
で
は
、
11
名
の
方
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
、
自
分
自
身
や
家
族
及
び
地
域
の

健
康
づ
く
り
活
動
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
１

年
間
で
す
。

　

研
修
会
へ
参
加
し
、
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
学
習
を
す
る
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
健
康
づ
く

り
の
情
報
提
供
や
健
診
、
教
室
の
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

御
木
沢
地
区
の
健
康
づ
く
り

推
進
員
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

岩江地区の健康づくり推進員の皆さん

　

10
月
21
日
（
月
）
か
ら
27
日
（
日
）
ま
で

の
１
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
お
よ
び
市
町
村
）

や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や

困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
月
は
行
政
書
士
無
料
相
談
と
合
同
で

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

行
政
書
士
無
料
相
談
実
施

▼ 

相
談
内
容　
遺
言
・
相
続
関
係
・
離
婚

　

関
係
・
契
約
関
係
・
土
地
建
物
関
係
・
営

　

業
許
可
関
係
・
自
動
車
関
係
・
債
権
・
債

　

務
関
係
・
交
通
事
故
関
係
な
ど

▼ 

問　
福
島
県
行
政
書
士
会

　
　

 　

☎
０
２
４-
９
４
２-

２
０
０
１

　
　
　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　

 　

☎
62-

８
１
２
６

湯峰初夫さん
（御祭）

☎ 62-2391

長谷川ミサ子さん
（八島台）
☎ 62-6107

▼ 

日
時　
10
月
８
日
（
火
）

　
　
　

 　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼ 

場
所　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
南
町
）

● 
行
政
相
談
委
員
・
行
政
書
士
に
よ
る

　
無
料
合
同
相
談
会

▼ 

三
春
町
の
行
政
相
談
員

行
政
相
談
週
間
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● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値
（単位：マイクロシーベルト／時間）

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
1.23
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.16）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成25年
9月10日

平成25年
8月6日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.14
0.12
0.11
0.14
0.11
0.15
0.10
0.09
0.14
0.13
0.14
0.14
0.16
0.11
0.13

（0.08）
（0.09）
（0.07）
（0.08）
（0.09）
（0.07）
（0.10）
（0.09）
（0.11）
（0.06）
（0.07）
（0.10）
（0.08）
（0.09）
（0.08）

0.13
0.11
0.10
0.14
0.11
0.13
0.09
0.10
0.13
0.15
0.14
0.15
0.15
0.10
0.13

（0.08）
（0.09）
（0.07）
（0.09）
（0.10）
（0.07）
（0.09）
（0.09）
（0.10）
（0.08）
（0.06）
（0.11）
（0.09）
（0.09）
（0.08）

※ かっこ内は室内の数値 環
境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境
放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成23年
５月23日

平成25年
9月9日

平成25年
8月13日

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.50
0.43
0.45
0.44
0.27
0.17
0.22 
0.20
0.19 
0.17 
0.18
0.25 
0.17
0.31 
0.43 
0.38
0.32 

0.49
0.21
0.46
0.43
0.25
0.16
0.24 
0.22
0.20 
0.18 
0.22
0.27 
0.18
0.33 
0.43 
0.38
0.30 

○ 環境放射線量の測定は、地上高１ｍで計測しています。

　

三
春
町
大
字
富
沢
地
内
に
設
置
し
た
北

部
三
地
区
（
沢
石
・
要
田
・
御
木
沢
地
区
）

の
仮
置
き
場
の
空
間
線
量
測
定
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
北
部
三
地
区
仮
置
き
場
の
地
下
水

な
ど
の
放
射
性
物
質
検
査
の
結
果
は
、井
戸
、

沈
砂
池
、
調
整
池
い
ず
れ
も
検
出
下
限
値
未

満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
部
三
地
区
仮
置
き
場

　
の
空
間
線
量
に
つ
い
て

◆ 北部三地区仮置き場の空間線量測定結果

※ 仮置き場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。
※ 測定結果は仮置き場の造成工事により、周辺の山の空間線量を大きく下回っています。

測定点①
0.14
0.18
0.19
0.22

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.18
0.18
0.20
0.19

0.15
0.17
0.18
0.20

0.14
0.15
0.16
0.17

0.15
0.16
0.16
0.17

0.14
0.17
0.18
0.18

0.11
0.14
0.13
0.12

平成25年8月7日
平成25年8月19日
平成25年8月21日
平成25年8月28日

測定日

1cm高
0.12
0.14
0.11
0.13
0.15
0.38
0.13
0.15
0.12
0.20

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
平成25年9月11日

0.13
0.20
0.14
0.14
0.32
0.36
0.11
0.14
0.14
0.34

0.13
0.18
-
0.14
0.17
-
0.13
0.15
0.13
-

（単位：マイクロシーベルト／時間）● 

環
境
放
射
線
量
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

○ 

学
校
な
ど
の
施
設
／
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
☎
62-

６
３
１
０

○ 

学
校
以
外
の
施
設
／
除
染
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
62-
１
１
２
２

○ 

都
市
公
園
／
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
62-
２
１
１
３

○ 施設３、６、10 には砂場がありません。

▼ 

問　
除
染
対
策
課

　
　
　

 

☎
62
‐
１
１
２
２
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　今年も、10 月 15 日から 11 月 15 日の１か月は、「学校に行ってみっか！月間」となります。日頃、地域の皆様には大変お世話になって
いる学校を、実際にご覧いただくよい機会かと思います。町内小 ･ 中学校の主な開催行事を掲載いたしましたので、お気軽にどこの、どの学
校へでもお出かけください。教職員に「学校を見に来ました。」とひと声かけていただければ大丈夫です。多くの方の訪問をお待ちしています。

● 「学校に行ってみっか！月間」開催　みんなで，学校に出かけましょう！

　

御
木
沢
小
学
校
は
、「
夢
や
希
望
を
も
っ
て
、
未
来
を
ひ
ら
く

児
童
の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
思
い
や
考
え
を
表
現
し

合
い
、
考
え
を
深
め
よ
う
と
す
る
子
ど
も
、
集
団
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
進
ん
で
行
動
で
き
る
子
ど
も
な
ど
の
児
童

像
を
目
指
し
、
様
々
な
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
に
９
月
に
行
わ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
め
ぐ
り
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
３
～
６
学
年
の
縦
割
り
班
で
町
内
の
史
跡
や

神
社
な
ど
を
め
ぐ
り
、三
春
町
の
良
さ
に
ふ
れ
た
り
、地
域
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
や
竹
細
工
を
体
験
し
た
り
す

る
活
動
で
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
10
月
に
行
わ
れ
る
「
ふ

れ
あ
い
発
表
会
」
で
、
地
域
の
方
々
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
１
月
に
行
わ
れ
る
「
親
子
た
こ
あ
げ
大
会
」

で
す
。
こ
れ
は
冬
休
み
の
学
習
と
し
て
親
子
で
凧
を
制
作
し
、

授
業
参
観
日
に
親
子
で
凧
揚
げ
を
す
る
も
の
で
す
。
昔
な
が

ら
の
遊
び
を
全
校
生
で
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
図
っ
た
り
、

親
子
で
活
動
す
る
こ
と
で
心
の
交
流
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
、

み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
の
一
つ
で
す
。

　

こ
れ
ら
様
々
な
行
事
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
創
意
あ
る
教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

御
木
沢
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

学校名

三春小

岩江小
　

御木沢小
　

中妻小

中郷小

沢石小
　

三春中

岩江中
　

　

　

　

行事名
ふくしま教育週間

リーダーズシアター

PTA資源回収

岩江っ子発表会

ふれあい発表会
マラソン大会
マラソン記録会
秋の発表会

子育て講座

さくらっ子まつり

カルチャーフェスタ

文化祭

学校公開

文化祭

地域ボランティア活動
学校開放（教育相談期間）

行事の内容
４日間、１日を通して学校すべての授業を公開します。
「ふくしま次代を担う子どもの文化芸術体験事業」
「楽劇団いちょう座」による目に見えない物がみえているように感じ
取れる表現活動、エクササイズです。
ＰＴＡが主体となって資源回収を行い、益金を教育活動に活用す
るとともに回収作業を児童・保護者が協力して行う事を通して、地
域の環境保全への意識を高めます。
保護者や地域の方々に、各学年ごとの学習の成果を発表することを
通して、学校教育に対する理解を深めます。同日にＰＴＡバザー、
創立50周年記念式典を開催します。

絵や書写の作品展示や各学年のステージ発表を行います。
校地内や校地周辺を走る校内マラソン大会です。
学校近くの道路を拠点として、学年ごとに記録を競い合います。

午前中に各学年ごとの学習成果や全校生による群読などの発表会をします。

就学時健康診断にあわせ、この時期の子どもへの適切な関わり方
について学びます。
日頃の学習の成果を、国語科、社会科、生活科、音楽科、総合的な学習
の時間の学習成果を多くの方を招待して発表する学習発表会です。
保護者や地域の方をお招きし、日常の学習の成果をステージでの
活動や掲示などで発表します。
文化面での学習成果の発表会を開催します。(合唱コンクール、ステ
ージ発表など）

５日間、１日を通して学校すべての授業を公開します。
合唱・演劇発表、生徒・地域住民の作品展示をします。
ＰＴＡで昼食を販売したり、バザーを行います。

生徒がグループに分かれ，地域内の公共施設などで奉仕活動を実施します。
教育相談の期間中学校を開放します。

予定日
11月５日（火）～11月８日（金）

11月７日（木）

10月26日（土）

11月２日（土）

10月26日（土）
11月６日（水）
10月18日（金）
11月２日（土）

10月16日（水）

11月10日（日）

11月９日（土）

10月18日（金）、19日（土）

11月１日（金）～11月８日（金）

10月19日（土）

11月１日（金）
11月５日（火）～11月15日（金）

平成 25 年度「学校に行ってみっか月間」行事予定

～ 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

～

ふれあいめぐりのようす

親子たこあげ大会のようす
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町立三春病院 News町立三春病院 News

 ８月９日〜９月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　
株
式
会
社 

菊
川
屋

▽ 

物
品

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

　

國
分
研
治
（
新
町
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ

ま
わ
り
の
会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ

Ｃ
／
ザ
・
ほ
っ
ぴ
ー
／
上
野
ト

ク
（
平
沢
）
／
村
上
貞
子
（
八

島
台
）
／
齋
藤
キ
ミ
子
（
大
町
）

／
橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／
橋

本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／
山
下

洋
子
（
小
浜
海
道
）
／
橋
本
光

子
（
御
免
町
）
／
石
塚
ハ
ツ
ヨ

（
荒
町
）
／
國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

／
宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）
／

熊
田
ヤ
イ
子
（
山
田
）
／
佐
藤

文
子
（
雁
木
田
）

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎62-3131

目の愛護デー（10 月 10 日）
　「1010」を横に倒すと、ちょうど眉と目の形になることから、こ
の日が目の愛護デーとして選ばれました。
　目の愛護デーに関する歴史は古く、中央盲人福祉協会が 1931 年（昭
和 6 年）に失明予防の運動として、「視力保存デー」と定めました。
　その後、日本眼科医会により 1938 年（昭和 13 年）から 9 月 18
日を「目の記念日」としましたが、中央盲人福祉協会が 1947 年（昭
和 22 年）に再び 10 月 10 日を「目の愛護デー」と定め、現在では厚
生労働省が主催となり、毎年目の健康に関しての活動をしています。

＜日曜診療日＞
★ 10 月６日、10 月 20 日
★ 受付時間　　
　 8 時 45 分～ 11 時 30 分

★ 三春盆踊りに参加しました
　地域交流と参加者の健康を守るために、三春病院では怪我や急病発生時
の初期対応として、会場本部の「救護ブース」に職員を派遣しました。救
護ブースは熱中症による救急搬送が１件ありましたが、大事には至らず、
無事に終えることができました。
　また、16 日は病院長をはじめとする 30 人の踊り手が、滝桜をイメージ
したピンクの衣装に身を包み、先陣を切って踊りました。すると、始めは
小さい輪だったのが、見学者を引き込んで、次第に大きな輪になっていき
ました。暑い夏の夜を楽しく有意義に過ごすことができました。

★ 田村地方自衛消防操法大会優秀賞受賞
　９月 12 日、田村市運動公園駐車場において、郡山地方広域消防組合主催
の田村地方自衛消防操法大会が開催されました。当院からは２号消火栓部
門に２名の職員が出場しました。「自らの職場は自らで守る」の本旨のもと、
精一杯練習を重ねた結果、優秀賞を頂くことができました。
　これも消防署員の皆様の熱心なご指導のおかげだと思います。これから
も高い防災意識を持って病院運営に努めていきます。

★ 救急蘇生研修を実施
　８月 25・26 日の２回に分けて、全職員を対象に救急蘇生・ＡＥＤ取り
扱い研修を実施しました。医師や看護師をはじめ事務職まで医療に携わる
者として必要な知識であるため、職員一人ひとりが真剣に取組みました。
このような研修会を定期的に開催し、研鑽に努めて参ります。
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◆ 

玄
侑
宗
久
さ
ん
の
講
演
会
開
催

　

８
月
29
日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
が
開
か
れ
、

芥
川
賞
作
家
で
福
聚
寺
住
職
の
玄
侑
宗
久
さ

ん
の
お
話
を
、
全
校
生
徒
、
保
護
者
（
希
望

者
）、
教
職
員
で
聴
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
の
玄
侑
さ
ん
原
作
「
ア
ブ
ラ

ク
サ
ス
の
祭
」
映
画
化
で
は
、
本
校
で
も
撮

影
が
行
わ
れ
、
田
高
生
が
特
別
出
演
し
て
い

ま
す
。

　

演
題
は
「
無
常
と
あ
わ
れ
」
で
、
日
本
古

来
の
「
無
常
」「
あ
わ
れ
」
の
感
覚
や
、「
無

常
」
の
存
在
で
は
な
い
（
長
い
期
間
残
っ
て

し
ま
う
）
放
射
能
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の

興
味
深
い
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
は
玄
侑
先
生
か
ら
、
こ
れ
か
ら
学
ん

で
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
、
生
き
て
い
く
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

　

８
月
21
日
、
マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
一
環
と
し
て
、
本
校
生
徒
有
志
（
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
、
ボ
ー
ト
部
、
美
術

部
）
22
名
と
教
員
３
名
が
通
学
路
を
含
む
町

内
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

火
ば
さ
み
な
ど
を
手
に
し
た
生
徒
た
ち
は
、

田
高
か
ら
三
春
駅
ま
で
の
コ
ー
ス
、
田
高
か

ら
八
島
台
寮
を
通
り
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
ま
で

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
熱
心
に
ゴ
ミ
拾
い
を

行
な
い
ま
し
た
。
路
地
裏
の
小
さ
な
銀
紙
、

側
溝
の
古
い
空
き
缶
ま
で
丹
念
に
拾
っ
て
い

き
ま
し
た
。
大
き
な
ゴ
ミ
を
発
見
し
た
生
徒

は
、
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
で
す
。
生
徒
た
ち
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
一
杯
の
ゴ
ミ
を
持
ち
、
清
々
し

い
表
情
で
学
校
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

◆ 

お
帰
り
な
さ
い
、
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　 

～
全
国
大
会
報
告
会

　

８
月
26
日
に
賞
状
伝
達
式
、
全
国
大
会
報
告

会
、
始
業
式
が
行
わ
れ
、
全
国
大
会
に
出
場
し

た
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
、陸
上
競
技
部
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
ボ
ー
ト
部
、
柔
道
部
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
の
活
躍
を
報
告
し
ま
し
た
。
今
年
も
た
く
さ

ん
の
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、
全
国
制

覇
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

国
体
な
ど
、
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
各
種
の

大
会
に
お
い
て
も
「
田
高
」
の
名
を
と
ど
ろ
か

せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
始
業
式
で
は
、
長
岐
校
長
が
「
田

高
生
は
文
武
両
道
の
『
武
』
で
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
。『
文
』
も
頑
張
ろ
う
。」
と
生
徒

を
激
励
し
ま
し
た
。
進
路
指
導
主
事
、
生
徒

指
導
主
事
か
ら
も
学
校
生
活
に
関
す
る
話
が

あ
り
、
二
学
期
も
精
一
杯
が
ん
ば
る
決
意
が

で
き
ま
し
た
。

◆ 

町
内
の
通
学
路
を
清
掃
し
ま
し
た

　
　 

～
マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

田高生に語りかける玄侑宗久さん

　

福
島
県
は
11
月
１
日
を
「
ふ
く
し
ま
教
育

の
日
」、
そ
れ
か
ら
１
週
間
を
「
ふ
く
し
ま

教
育
週
間
」
と
し
て
、
県
民
の
教
育
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
及

び
文
化
の
充
実
と
発
展
を
図
り
ま
す
。

　

本
校
で
も
11
月
７
日
～
８
日
の
２
日
間
、

授
業
公
開
（
１
～
６
校
時
）
を
行
い
、
日
頃

の
教
育
活
動
を
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
な

ど
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
ま
す
。

　

特
に
、
11
月
７
日
の
５
、６
校
時
に
は
芸

術
鑑
賞
教
室
（
演
劇
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

保
護
者
や
地
域
の
方
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
田
高
に
足

を
お
運
び
下
さ
い
。

◆ 

「
ふ
く
し
ま
教
育
週
間
」

　
に
合
わ
せ
、
授
業
を
公
開
し
ま
す

全国大会の報告をする各部代表

熱心に清掃活動中
始業式で話をした進路指導主事の小田先生

これだけのゴミが集まりました
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自
分
た
ち
の
職
場
は
自
ら
守
る
！

第
５
回
田
村
地
方
自
衛
消
防
操
法
大
会
開
催

全
国
高
校
総
体

優
勝
・
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
春
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ド
リ
ー
ム
ス
全
国
大
会
準
優
勝

　

８
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
体
（
北
部

九
州
か
が
や
き
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
62
㌔
グ
ラ
ム
級
で
優
勝
し
た
田

村
高
校
３
年
生
の
近
内
三
孝
さ
ん
（
桜
中
学
校

出
身
）
と
、
ボ
ー
ト
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で

６
位
入
賞
し
た
同
高
３
年
生
の
佐
々
木
幸
さ
ん

（
岩
江
中
学
校
出
身
）
が
、
長
岐
博
校
長
ら
と

三
春
町
役
場
を
訪
れ
、
鈴
木
町
長
に
結
果
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
町
民
か
ら
の
声
援
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
内
出
身
者
で
田
村
高
校
か
ら
は
15

名
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

高校総体での活躍を報告した近内さん（右から２人目）と佐々木さん（右から３人目）

　

８
月
に
西
部
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回

全
国
小
学
生
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
準

優
勝
に
輝
い
た
三
春
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ド
リ
ー
ム
ス
が
結
果
報
告
に
三
春
町
役

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
重
吉
監
督
が
大
会
で
の
活
躍
を
報
告
し

た
後
、
佐
久
間
キ
ャ
プ
テ
ン
が
「
チ
ー
ム
の
皆

が
力
を
合
わ
せ
て
戦
っ
た
。
優
勝
で
き
な
か
っ

た
の
は
残
念
だ
け
と
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
戦

え
て
良
か
っ
た
。」
と
述
べ
、
選
手
一
人
一
人
が

大
会
で
の
感
想
を
報
告
し
ま
し
た
。
鈴
木
町
長

か
ら
は
「
皆
の
活
躍
が
あ
っ
て
準
優
勝
と
い
う

素
晴
ら
し
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
来
年
も
頑

張
っ
て
欲
し
い
。」
と
活
躍
を
讃
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
で

は
岩
江
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

全国大会で準優勝に輝いたドリームの選手の皆さん

○ 

出
場
選
手
（
計 

15
名
）

渡
辺
大
貴
（
小
４
）、矢
上
必
顕
（
小
４
）、渡
辺
瞭
（
小
４
）、渡
辺
瞬
（
小
４
）、星
野
太
紀
（
小
４
）、

村
田
涼
（
小
４
）
宗
形
蓮
汰
（
小
４
）、川
﨑
琉
斗
（
小
４
）、佐
久
間
陽
輝
（
小
４
）、坪
井
尚
樹
（
小
４
）、

先
﨑
琳
（
小
４
）、遠
藤
慎
太
郎
（
小
４
）、水
野
僚
也
（
小
４
）、赤
塚
颯
汰
（
小
３
）、川
﨑
凛
耶
（
小
２
）

　

第
５
回
田
村
地
方
自
衛
消
防
操
法
大
会
が
９

月
12
日
、
田
村
市
運
動
公
園
駐
車
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
日
本
化
学
工
業
㈱
、
㈱
イ
ワ
キ

三
春
工
場
、
町
立
三
春
病
院
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
あ
ぶ
く
ま
荘
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
三
春
、

三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
三
春
町
役
場
の
７

事
業
所
か
ら
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
火
災
な
ど
を
想
定
し
、
出
場
さ
れ

た
選
手
の
皆
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
職
場
は
自

ら
守
る
」
の
使
命
の
も
と
、
真
剣
な
操
法
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

操法を披露する選手の皆さん
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フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え

花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

草
木
染
め
教
室

  

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
製

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

岩
江
が
ソ
フ
ト
・
バ
レ
ー
と
も
に
優
勝
！

　

第
36
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
９
月
１
日
に
町
営
運

動
場
と
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
に
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

★ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

▼
優　
勝　
岩
江

▼
準
優
勝　
八
島
台

▼
第
３
位　
御
木
沢

ソフト・バレーともに優勝した岩江チーム

★ 

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

▼
優　
勝　
岩
江

▼
準
優
勝　
新
町

▼
第
３
位　
沢
石

選手宣誓をする要田チーム代表

熱戦が繰り広げられたソフトボール一歩も譲らなかった家庭バレーボール

　

８
月
31
日
、
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
て
、
草
木
染
め
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、藍
と
紅
花
を
使
っ
て
ス
ト
ー
ル
、

ハ
ン
カ
チ
を
草
木
染
め
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

自
分
の
好
き
な
色
や
模
様
を
つ
け
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
と
て
も

綺
麗
に
作
品
を
染
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

草木染めのようす

　

６
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
「
フ
ァ
ー
ム

パ
ー
ク
い
わ
え
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
」（
フ
ァ
ー

ム
パ
ー
ク
い
わ
え
運
営
委
員
会
栗
山
暾
夫
代

表
）
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が
、
９
月

10
日
に
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
昨
年
の
応
募
数
を

上
回
る
90
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審

査
は
、
運
営
委
員
、
町
長
、
議
長
ら
で
行

わ
れ
、
親
子
家
族
写
真
部
門
、
モ
デ
ル
写

真
部
門
に
分
け
て
受
賞
作
品
12
点
が
選
考

さ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
家
族
部
門
と
モ
デ
ル
写
真
部
門
の

最
も
優
れ
た
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
春

町
長
賞
、
三
春
町
議
会
議
長
賞
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

▼ 

町
長
賞　
い
わ
き
市 

中
川
久
子
さ
ん

▼ 

議
長
賞　
田
村
市 
富
永
隆
さ
ん

モデル写真部門三春町議会議長賞作品親子家族写真部門三春町長賞作品
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職
人
の
技
と
人
に
ふ
れ
る

 

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
＆
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
開
催

お
わ
ら
の
踊
り
に
魅
了

　
　
　
　
　

温
泉
ま
つ
り
開
催

目
黒
区
民
ま
つ
り
（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ま

つ
り
）
へ
出
店

各
地
区
で
敬
老
会
開
催
が

　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

19

　

９
月
14
日
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ぶ
く

ま
荘
を
は
じ
め
、
15
日
に
は
沢
石
地
区
・
御
木

沢
地
区
・
岩
江
地
区
・
中
郷
地
区
で
、
16
日
に

は
三
春
地
区
・
要
田
地
区
・
中
妻
地
区
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
、
約
２
、９
０
０
名
の
皆
さ
ん

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
、
町
か
ら
80
歳
以
上
の
方
へ
祝

金
が
、
77
歳
、
88
歳
、
89
歳
以
上
の
方
へ
は
祝

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
と
も
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
児
の
遊
戯
や
地
区
民
に

よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

御木沢地区敬老会のようす

　

８
月
24
日
に
、
馬
場
地
内
の
旅
館
な
ど
３
軒

に
よ
る
温
泉
郷
活
性
化
委
員
会
（
幕
田
勝
浩
委

員
長
）
に
よ
る
三
春
温
泉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
震
災
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
を
少

し
で
も
食
い
止
め
よ
う
と
委
員
会
で
企
画
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、
越
中
お
わ
ら
風
の
盆
に
よ
る
踊
り

が
披
露
さ
れ
、
優
美
な
踊
り
流
し
を
見
よ
う
と
、

約
６
千
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

踊り流しとたくさんの観光客

　

９
月
15
日
に
、
東
京
都
目
黒
区
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
目
黒
区
民
ま
つ
り
（
目
黒
の
Ｓ
Ｕ
Ｎ

ま
つ
り
）
へ
出
展
し
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
三
春
の
里
田
園
生
活
館
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
三
春
産
の
と
れ
た
て
野
菜
な
ど
を
販
売
し

ま
し
た
。
今
年
で
５
回
目
の
出
展
と
な
り
、
顔

な
じ
み
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
が
、「
昨
年
買
っ

た
野
菜
が
お
い
し
か
っ
た
よ
」
と
、
訪
問
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
の
目
黒
区
商
工
ま
つ
り
に
引
き
続

き
、
三
春
町
で
合
宿
を
行
っ
て
い
る
目
黒
区
剣

道
連
盟
の
み
な
さ
ん
が
お
手
伝
い
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

豪雨のなか、あっという間に完売した目黒区民まつりのようす

　

９
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
、
中
町
の
蔵
を
中
心
に
三
春
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
＆
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｓ

２
０
１
３
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
仕
事
を
生
業
と
す
る
職
人
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
４
回
目
。
展
示
や

販
売
の
ほ
か
、
張
子
の
絵
付
け
な
ど
が
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
人
気
で
し
た
。

　

今
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
講
演
会
や
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
初
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
で
賑
い
ま
し
た
。

多くの人出があったライブイベント

陶芸や紙製品などこだわりの逸品が並びました



演奏：日本フィルハーモニー交響楽団　指揮：松井慶太
　5 年ぶりの本格的なニューイヤーコンサート。当日は「ま
ほらホール」がウィーン楽友協会大ホールとなり、本場さ
ながらのコンサートになります。新進気鋭の指揮者：松井
慶太氏によるベートーヴェン作曲「運命」、後半は、楽団員
の茶目っ気ある演出のワルツやポルカをお楽しみください。

◆ 演奏曲名
　ベートーヴェン　　　「交響曲第 5 番・運命」　
　J.シュトラウスⅡ世　「春の声」
　　　　　　　　　　　「鍛冶屋のポルカ」
　　　　　　　　　　　「観光列車」
　　　　　　　　　　　「美しく青きドナウ」ほか
◆ 日　時　平成 26 年 1 月 13 日（月・祝）午後 3 時開演
◆ 入場料　全席指定　
　　　　　一般 5,000 円／高校生以下 3,000 円
◆ 発売開始　10 月 10 日（木）10 時
◆ 電話予約　10 月 11 日（金）10 時

＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

「東誠三　ピアノリサイタル」

延長業務

主な施設の休館日
▼ 図書館（☎ 62-3375）
　10月 7〜 9・14・21・28日
▼ 体育施設（☎62-6212）
　10月 7・15・21・28日
▼ ステーション（☎61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　10月 7〜 11・15・21・28日 
▼ 三春交流館（☎62-3837）
　10月 7・21・28日
▼ 中央児童館（☎62-8666）
　日曜日、祝日
▼ 子育てサロン（☎62-2748）
　（第 2保育所内）
　10月 11・16・22・24日
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　10月 2・9・16・23・30日
　 午後 7時まで
 　【毎週日曜日】
 　10月 6・13・20・27日
　 午前８時 30分〜 12時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　10月19日（土）・20日（日）
　 午前 9時〜午後 4時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

　三春交流館「まほら」開館 10 周年記念事業

◎ 自主事業予定（未就学児のご入場はご遠慮ください。）

三春交流館運営協会自主事業

一般 5,000円
高校生以下 3,000円

開催日 事業内容 開演時間 前売券

東 誠三　ピアノリサイタル
耳にしたことのある名曲プログラムです。

コミュニティ助成事業
「まほら」ニューイヤーコンサート2014
日本フィルハーモニー交響楽団　指揮：松井慶太
気分は、本場のウィーンフィル交響楽団「ニュ
ーイヤーコンサート」です。

平成26年
1月13日（月・祝）

午後3時

午後3時

11月16日（土）
一般 3,500円
高校生以下 1,500円

　昨年ベートーヴェン・ピアノソナタ全曲演奏会を完結し、ライブ録音ＣＤ
も発売されるたびに、音楽雑誌において高い評価を受け、ついにＣＤ全 9 集
が発売されました。「まほらホール」をこよなく愛し、全国にその名を轟かせ
た東誠三氏が、渾身の名曲を披露します。
◆ 演奏項目
　ベートーヴェン「ピアノソナタ No.14 月光」
　　　　　　　　「ピアノソナタ No.23 熱情」
　ショパン「ノクターン No.15 ヘ短調」
　　　　　  「ノクターン No.16 変ホ長調」
　　　　　  「ピアノソナタ No.3 ロ短調」
◆ 日　時　11 月 16 日（土）午後３時開演
◆ 入場料　全席指定　
　　　　　一般 3,500 円／高校生以下 1,500 円
　　　　　 チケット好評発売中！！

コミュニティ助成事業
「まほら」ニューイヤーコンサート 2014
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指揮　松井慶太

ピアノ　東誠三



M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 10 月のイベント情報 ◆◆◆

６日（日）

19日（土）

第23回日本クラシック音楽コンクール福島本選

12日（土）
14日（月・祝）

さくら湖自然環境フォーラム2013

10月
８日（火）

三春磐州市「まんぷく市」
10月

10月

10月

10月

10月
ＰＡＴＲＩＣＩＯ  ＺＥＯＬＩ ギターとチャランゴ

17日（木）

３日（木）

協働による地域の福祉力向上フォーラム

宝生流謡曲千宝会６０周年 ・生田流箏曲千代美会４０周年千代美会青葉支部１５周年開軒周年記念演奏会　

鑚

　夏から秋にかけての天体を中心に観察します。
▶ 日　時　　10 月 11 日（金）、19 日（土）
　　　　 　　午後 7 時〜 9 時　※ 荒天中止
▶ 集合場所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　　大人 200 円／子ども 100 円

星を見る会自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

18（金）

19（土）

20（日）

22（火）

23（水）

24（木）
26（土）
29（火）
30（水）

行事の内容
★☆　開会　午前9時から　☆★
＜合同展示＞
18日（金）～20日（日）
パッチワークすずらんの会作品発表【ホワイエ】
平成25年度納税書道展【ホワイエ】
「でんでんむし」作品展【ホワイエ】
編物サークル【ホワイエ】
絵手紙を出して友情を深めましょう【ホワイエ】
ロマンドール紙粘土教室作品展　【ホワイエ】
★☆ オープニングセレモニー 午後１時から ☆★
文化講演会　午後1時30分から【まほらホール】
＜個別発表会・展示＞
19日（土）～20日（日）　
白清会　花展【小ホール】
2０日（日）　
第32回グルッペ・ムジケ音楽の調べin201３【まほらホール】

第43回 高齢者作品展【ホワイエ、小ホール】
第23回 老人クラブ連合会芸能発表会【まほらホール】
第43回 高齢者作品展【ホワイエ、小ホール】
第43回 高齢者作品展【ホワイエ、小ホール】
芸能祭【まほらホール】
秋季盆栽展示会【ホワイエ】
秋季盆栽展示会【ホワイエ】

　
30（水）
31（木）

1（金）

3（日）

4（月）
5（火）

6（水）

7（木）

8（金）

9（土）

10（日）

行事の内容
神道流吟詠会三春支部　和歌、吟詠発表会【小ホール】
秋季盆栽展示会【ホワイエ】
秋季盆栽展示会【ホワイエ】
町民図書館布絵本講習会【和室】
各種功労者表彰式【まほらホール】
茶道宗徧流松春会お茶会【ホワイエ】
アトリエＨＩＴＯＭＩ作品展　【ホワイエ】
三春合同民謡会第3５回三春町民謡まつり【まほらホール】
婦人会作品展【ホワイエ】
婦人会作品展【ホワイエ】
三春俳句会俳句大会【学習室Ｃ・Ｄ】
婦人会バザ－【小ホ－ル】
第３４回 三春美術展【ホワイエ】
第２５回フォトクラブ舞鶴写真展【小ホール】
第3８回 田村高等学校合唱部定期演奏会【まほらホール】
第３４回 三春美術展【ホワイエ】
第２５回フォトクラブ舞鶴写真展【小ホール】
第７回吉田歌謡連合会発表会【まほらホール】
第34回三春美術展【ホワイエ】
第２５回フォトクラブ舞鶴写真展【小ホール】
町民囲碁大会【文化伝承館】

1110

月 日日 月

10

三春町文化祭のお知らせ平成 25 年度

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

　塙町の藤田鉱業貝化石採掘場に 2000 万年前の貝化石の
観察と採集に出かけます。帰りに石川町歴史民俗資料館で
石川町で産出するペグマタクト鉱物の見学も行います。
▶ 日　時　　10 月 12 日（土）午前８時〜午後４時
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 持参品　　軍手、金づち、弁当
▶ 参加料　　500 円

山の中で潮干狩り！？

　廃油を利用したエコ石鹸作りを行います。
▶ 日　時　　10 月 16 日（水）午前９時〜 11 時
▶ 集合場所　三春交流館「まほら」
▶ 参加料　　300 円

EM 石鹸作り
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趣
味
・
教
養



〈
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
・

　
　
　
　
　

お
は
な
し
会
〉

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

日
時　
10
月
23
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
10
月
13
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼ 

対
象　
幼
稚
園
児
と
小
学
校
低
学
年

【
木
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
10
月
17
日
（
木
）
放
課
後

▼ 

対
象　
小
学
校
低
学
年

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

※ 

場
所
は
い
ず
れ
も
中
央
児
童
館

で
す
。

★ 

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

▼ 

日
時　
10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜

▼ 

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

ビ
デ
オ
上
映
「
ゆ
う
か
ん
な
十

人
の
き
ょ
う
だ
い
」
ほ
か

▼ 

対
象　
幼
児
・
児
童
・
保
護
者

※ 

幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

▼ 

日
時　
10
月
５
日
（
土
）

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

今
月
行
事
の
お
知
ら
せ
〉

★ 

の
び
の
び
の
日

▼ 

日
時　
10
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
が
で
き

　

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

　

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

　

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●

★ 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

〜
親
子
で
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
〜

　

お
子
さ
ん
は
遊
び
を
楽
し
み
、

お
母
さ
ん
は
交
流
会
で
ホ
ッ
と
す

る
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
10
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 
対
象　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　

お
母
さ
ん

▼ 
内
容　

▽ 

親
子
遊
び
を
保
育
士
と
一
緒
に

　

楽
し
み
ま
す
。

▽ 

そ
の
後
お
母
さ
ん
の
た
め
の
「
元

　

気
が
湧
い
て
く
る
交
流
会
」
を
開

　

き
ま
す
。

▽ 

交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
、

　

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ

　

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
個
別
相
談

　

も
で
き
ま
す
。

▼ 

ス
タ
ッ
フ　

　

祝
い
を
し
ま
す
。
10
月
生
ま
れ
の
お

　

友
達
集
ま
っ
て
ね
！

▼ 

申
込
期
限　
10
月
28
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、
保
健

師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

★ 

お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 

日
時　
10
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
手
遊

　

び
や
お
話
を
楽
し
む
時
間
で
す
。

●　

●　

●

★ 

臨
床
心
理
士
相
談
日

▼ 

日
時　
10
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
子
育
て
の
中
で
気
に
な
る

こ
と
、
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

臨
床
心
理
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
（
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

●　

●　

●

★ 

遊
び
の
広
場

▼ 

日
時　
10
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
既
に
登
録
済
の
親
子
20
組

●　

●　

●

★ 

お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 

日
時　
10
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
10
月
生
ま
れ

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 
内
容　
身
長
体
重
測
定
や
手
形
を

　

押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生
カ
ー
ド
を

　

作
り
、
大
き
な
ケ
ー
キ
を
囲
ん
で
お

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

料
理
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
10
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

メ
ニ
ュ
ー　
焼
き
う
ど
ん

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

三
春
大
神
宮
祭
礼
に
参
加
し
よ
う

▼ 

日
時　
10
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
15
分

▼ 
持
ち
物　
帽
子
、
水
筒
、
お
こ
づ
か
い

▼ 
申
込
期
限　
10
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

お
り
が
み
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
10
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

●　

●　

●

★ 

理
科
ク
ラ
ブ

▼ 

日
時　
10
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

 　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
カ
ル
メ
焼
き

▼ 

申
込
期
限　
10
月
16
日
（
水
）

▼ 

指
導
者　
吉
川
久
三
さ
ん
な
ど

　

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

〈
乳
幼
児
健
康
診
査
〉

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

区　分 対　象日時・場所

母子手帳・問診票・   
バスタオル

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル

３〜
４か月児

10月15日（火）
13時集合
保健センター
10月17日（木）
13時～13時30分受付
保健センター

平成24年
３月16日～
４月17日生まれ

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル

10月16日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成22年
６月12日～
７月15日生まれ

３〜
４か月児

持ってくるもの

平成25年
６月11日～
７月10日生まれ

１歳
６か月児
１歳
６か月児

3歳児3歳児
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

共
震
（
相
場
英
雄
）
／
烏
は
主
を
選

ば
な
い
（
阿
部
智
里
）
／
ア
ナ
ザ
ー

エ
ピ
ソ
ー
ド
Ｓ
（
綾
辻
行
人
）
／
憲

法
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と（
伊
藤
真
）

／
関
ヶ
原
（
岡
田
秀
文
）
／
法
服
の

王
国
（
黒
木
亮
）
／
祭
り
の
日
（
北

原
亜
以
子
）
／
無
垢
の
領
域
（
桜
木

紫
乃
）
／
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
（
さ

だ
ま
さ
し
）
／
フ
ァ
ミ
レ
ス
（
重
松

清
）
／
図
書
室
の
キ
リ
ギ
リ
ス
（
竹

内
真
）／
か
げ
ゑ
歌
麿（
高
橋
克
彦
）

／
た
ぶ
ん
ね
こ
（
畠
中
恵
）
／
悪
道

（
森
村
誠
一
）
／
再
会
（
諸
田
玲
子
）

／
千
両
か
ん
ば
ん
（
山
本
一
力
）
／

ブ
ル
ー
ダ
イ
ブ
（
ゆ
う
き
り
ん
）
／

愛
ふ
た
た
び
（
渡
辺
淳
一
）
／
終
わ

り
と
始
ま
り
（
池
澤
夏
樹
）
／
う
つ

病
放
浪
記
（
工
藤
美
代
子
）
／
出
訴

期
限
（
ス
コ
ッ
ト
・
ト
ゥ
ロ
ー
）

今月の お すす め 本
三
春
教
会
百
十
三
年
史
／
藤
田
浩
子

の
絵
本
は
育
児
書
／
守
山
藩
／
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
読
本
／
専
門
家

※ 新着コーナーには、10 月 10 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

奇
跡
は
つ
ば
さ
に
乗
っ
て
／
世
界
ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
探
検
記
／
お
か
あ
さ
ん

の
そ
ば
が
す
き
／
遊
べ
る
工
作
大
図

鑑
／
も
し
か
し
て
ぼ
く
は
／
声
を
き

か
せ
て
／
は
れ
た
ま
た
ま
こ
ぶ
た
／

ク
モ
ば
ん
ば
と
ぎ
ん
の
く
つ
し
た
／

遠
野
も
の
が
た
り
／
ネ
コ
の
目
か
ら

の
ぞ
い
た
ら
／
ロ
ー
ズ
の
小
さ
な
図

書
館
／
き
ょ
う
の
シ
ロ
ク
マ
／
お
ば

け
に
て
そ
う
ろ
う
／
お
う
ち
に
い
れ

ち
ゃ
だ
め
！
／
海
賊
／
で
る
で
る
で

る
ぞ
ガ
マ
で
る
ぞ
／
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
／

ぼ
く
の
ふ
と
ん
は
う
み
で
で
き
て
い

る
／
ひ
と
り
ひ
と
り
の
や
さ
し
さ

『富士山の単語帳』田部井淳子／
監修　佐野充／編著　世界文化社
　今年６月に世界遺産に登録さ
れた、富士山にまつわる言葉を
集めて、写真とともに紹介して
います。監修は三春町出身の田
部井淳子さんです。美しい写真
と分かりやすい解説で、富士山
の魅力をたっぷり味わうことの
できる一冊です。

が
答
え
る
暮
ら
し
の
放
射
線
Ｑ
＆
Ａ

／
武
士
た
ち
の
作
法
／
世
界
を
変
え

た
10
人
の
女
性
／
国
会
の
楽
し
い
見

方
／
憲
法
96
条
改
正
を
考
え
る
／
介

護
保
険
の
し
く
み
使
い
方
お
金
の
す

べ
て
／
父
親
業
！
／
い
じ
め
を
考
え

る
１
０
０
冊
の
本
／
面
白
く
て
眠
れ

な
く
な
る
数
学
プ
レ
ミ
ア
ム
／
ダ

イ
オ
ウ
イ
カ
と
深
海
の
生
物
／
傾
聴

力
／
農
の
福
祉
力
／
太
陽
光
発
電
／

タ
オ
ル
地
で
作
る
赤
ち
ゃ
ん
の
お
も

ち
ゃ
と
小
物
／
マ
ッ
チ
棒
ク
イ
ズ
大

全
集

　

秋
の
読
書
週
間
と
町
文
化
祭
に
ち
な
み
、

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★ 

布
絵
本
講
習
会

　

フ
ェ
ル
ト
を
使
っ

て
、
手
焼
き
せ
ん
べ

い
を
作
り
ま
す
。
裏

返
し
て
神
経
衰
弱
が
で
き
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
２
階
和
室

▼ 

申
込
期
限　
10
月
25
日
（
金
）

▼ 

材
料
費　
５
０
０
円（
布
・
糸
代
）

▼ 

持
参
品　
裁
縫
用
具

▼ 

講
師　
町
民
図
書
館
布
絵
本
グ
ル
ー
プ

▼ 

定
員　
20
名

　
　
　

●　

●　

●

★ 

古
本
リ
ユ
ー
ス
市 

11
月
１
日
〜
５
日

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
不
要
に

な
っ
た
本
を
集
め
、
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
期
間
中
に
無
料
で
配
布
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

他
の
方
に
譲
っ
て
も
良
い
本
を
お
持

ち
の
方
は
、
10
月
29
日
（
火
）
ま
で
に

町
民
図
書
館
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　

●　

●　

●

★ 

特
別
お
は
な
し
会

　
　

11
月
２
日
（
土
）
時
間
未
定

　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
、
お
は

な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

場
所　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

※ 

内
容
詳
細
は
、
11
月
号
で
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
町
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　

☎
62-

３
３
７
５

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

〈
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
〉

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
で
は

な
く
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
冬
の

間
に
流
行
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
手
洗
い
や
う
が
い
の
ほ

か
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
で
す
。

　

三
春
町
で
は
、
高
齢
者
・
子
ど

も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
を
行
い
ま
す
の
で
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
と
相
談
し
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼ 

接
種
費
用
助
成
の
対
象
者

▽ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
60
歳
以

　

上
65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼

　

吸
器
及
び
免
疫
機
能
に
一
定
以
上

　

の
障
害
を
有
す
る
方
を
含
む
）

▽ 

満
１
歳
以
上
中
学
３
年
生
ま
で

▼ 

接
種
期
間　
10
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
３
月
31
日

▼ 

接
種
回
数

▽ 

65
歳
以
上
高
齢
者
な
ど　
１
回

▽ 

満
１
歳
～
13
歳
未
満

　

２
回
（
２
～
４
週
間
の
間
隔
を

あ
け
て
２
回
）

▽ 

13
歳
以
上
中
学
３
年
生　
１
回

▼ 

接
種
料
金
と
町
の
助
成

▽ 

高
齢
者
な
ど

・
自
己
負
担
額　

１
、０
０
０
円

・
町
助
成
額　

２
、６
０
０
円

・
実
施
医
療
機
関　

県
内
契
約
医
療
機
関

▽ 

１
歳
〜
中
学
３
年
生

・
自
己
負
担
額　

１
、０
０
０
円
＋

　

基
準
額
を
超
え
る
額

・
町
助
成
額　

　

１
回
目　

２
、６
０
０
円 

上
限

　

２
回
目　

１
、５
０
０
円 

上
限

・
実
施
医
療
機
関　

三
春
町
・
田

　

村
市
・
小
野
町
の
契
約
医
療
機
関

※ 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク 

　

チ
ン
は
「
任
意
接
種
」
と
位
置
付

　

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
接
種
す
る

　

医
療
機
関
に
よ
り
接
種
料
金
が
異

　

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

契
約
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し
た
場
合

　

は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
い
た
だ
き
、
後

　

日
保
健
セ
ン
タ
ー
に
請
求
い
た
だ
く
か
た

　

ち
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
請
求
書
は
保
健

　

セ
ン
タ
ー
窓
口
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
不
育
症
治
療
費
を
助
成
し
ま
す
〉

　

40
㌫
の
女
性
が
生
涯
に
流
産
を

経
験
し
ま
す
。
妊
娠
し
て
も
流
産

や
死
産
を
く
り
か
え
し
て
し
ま
う
場

合
、
そ
れ
は
「
不
育
症
」
で
す
。

原
因
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
検
査

と
治
療
に
よ
っ
て
85
㌫
も
の
不
育
症

患
者
が
出
産
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
あ
き
ら
め
る
前

に
検
査
と
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

福
島
県
で
は
、
不
育
症
の
方
に

対
す
る
相
談
や
治
療
費
助
成
の
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　

 

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
１
０
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子
ど
も
・
親
子

健　

康

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書

〈見本〉
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〈
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ

る
方
へ
の
お
知
ら
せ
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免

除
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全

額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎

年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年

金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
遡
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納

め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納

さ
れ
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

▽ 

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

　

残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が

　

納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

　

特
例
期
間
」
が
「
法
定
免
除
・
申

　

請
免
除
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し

　

た
（
古
い
）
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

　
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

　

特
例
期
間
」
が
優
先
し
ま
す
。

〈
平
成
25
年
産
牧
草
・
飼
料

作
物
に
つ
い
て
〉

　

こ
の
ほ
ど
実
施
さ
れ
た
放
射
性

物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
か
ら
、

三
春
町
に
お
い
て
は
、
イ
ネ
科
長

大
作
物
（
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
）
に
つ
い
て
牛
へ

の
給
与
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
平
成
25
年
産
の
牧
草
・

飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、
放
射
性

物
質
の
検
査
を
行
い
、
利
用
の
可

否
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
原
発
事
故
後
に
草
地

〈
ほ
〜
っ
と
倶
楽
部
活
動
中
〉

　
「
ほ
～
っ
と
倶
楽
部
」
は
、
認
知

症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
が
自

由
に
な
ん
で
も
話
せ
る
場
所
、「
ほ

～
っ
と
一
息
つ
け
る
」「
ほ
～
っ

と
安
心
で
き
る
」
場
所
で
す
。「
こ

ん
な
時
は
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
」「
こ
れ
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
？
」
な
ど
の
疑
問
は
も
ち
ろ

ん
、
世
間
話
や
身
の
上
話
な
ど
な

ん
で
も
OK
！
た
く
さ
ん
話
し
て
、

た
く
さ
ん
笑
っ
て
、
み
ん
な
で
元

気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
ほ
～
っ
と
倶
楽
部
」
は
、
ど

な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

▽ 

今
月
の
活
動
日　

　
10
月
15
日
（
火
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

〈
町
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

開
催
〉

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
増

進
、
体
力
向
上
を
目
的
と
し
、
左

記
の
内
容
で
町
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
登
山
の
一
種

で
す
が
、
山
頂
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
せ
ず
、
山
の
中
を
歩
き
、

自
然
を
満
喫
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
10
月
15
日
（
火
）

　

 　
　
　
午
前
７
時
～
午
後
５
時（
予
定
）

▼ 

場
所　
安
達
太
良
山
ト
レ
ッ
キ

　

ン
グ
コ
ー
ス

▼ 

参
加
料　
１
、０
０
０
円

※ 

ゴ
ン
ド
ラ
片
道
代
な
ど

▼ 

持
参
物　
弁
当
、
飲
み
物
・
雨

具
ほ
か

▼ 

講
師　
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

▼ 

申
込
期
限　
10
月
８
日
（
火
）

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　
　

  

☎
62-

３
８
３
７

〈
10
月
11
日
（
金
）・
25
日
（
金
）

は
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
〉

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
10
月
25
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
10
月
25
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
〜

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

▽ 

「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

　

が
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

　

納
付
特
例
期
間
」
よ
り
先
に
経

　

過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

　

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か

　

本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

▽ 

「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

　

付
特
例
期
間
」
の
中
で
は
、
先

　

に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る

　

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽ 

「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

　

の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分

　

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※ 

追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

　

を
お
手
元
に
ご
用
意
の
う
え
、

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▽ 

場
所　
三
春
町
福
祉
会
館

▼ 

問　
三
春
町
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　

 　
　

☎
62-

８
５
８
６　

〈
協
働
に
よ
る
地
域
の
福
祉

力
向
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
〉

　

こ
れ
ま
で
東
日
本
大
震
災
を
は
じ

め
、
様
々
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
あ
ら

た
め
て
普
段
か
ら
の
地
域
の
絆
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
絆
を

深
め
る
た
め
に
は
皆
さ
ん
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
参
加
と
チ
カ
ラ
が
必
要
で
す
。

地
域
の
特
色
を
活
か
し
、
自
分
た
ち
が

考
え
る
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
35
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

▼ 

内
容

▽ 

体
験
事
例
発
表

▽ 

講
演　
呼
吸
と
こ
こ
ろ

▽ 
講
師　
福
聚
寺
住
職 

玄
侑
宗
久 

氏

▼ 
参
加
費　
無
料

▼ 
主
催　
三
春
町
、
福
島
県
社
会

　

福
祉
協
議
会

▼ 

共
催　
三
春
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
富
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

葛
尾
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
日
本

赤
十
字
社
福
島
県
支
部
三
春
町

分
区
、
三
春
町
民
生
児
童
委
員
協

議
会
、
三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▼ 

問　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

 

☎
62-

８
５
８
６



25

健　

康

福　

祉

年　

金

農　

業

〈
福
島
県
農
業
短
期
大
学
校

農
業
機
械
研
修
の
お
知
ら
せ
〉

　

農
業
者
、
農
業
関
係
機
関
の
職
員

を
対
象
に
、
農
業
機
械
研
修
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

▼ 

ト
ラ
ク
タ
運
転
研
修　

　

ト
ラ
ク
タ
の
基
本
操
作
を
習
得

し
、
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
（
農
耕

車
に
限
る
）
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
の
技
能

試
験
の
受
験
は
、
後
日
、
各
自
受

験
と
な
り
ま
す
。

▽ 

日
時

・ 

10
月
28
日
（
月
）
～
11
月
１
日
（
金
）

　

60
歳
以
上
の
方
向
け
（
５
日
間
）

・ 

11
月
５
日
（
火
）
～
11
月
８
日
（
金
）

　

60
歳
未
満
の
方
向
け
（
４
日
間
）

▽ 

受
講
料　
２
、０
６
０
円

▼ 

ト
ラ
ク
タ
け
ん
引
作
業
機
操
作
研
修

　

ト
ラ
ク
タ
け
ん
引
作
業
機
の
基

本
操
作
を
習
得
し
、
け
ん
引
免
許

（
農
耕
車
に
限
る
）
取
得
を
目
指

し
ま
す
。
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で

の
技
能
試
験
の
受
験
は
、
後
日
、

各
自
受
験
と
な
り
ま
す
。

▽ 

日
時　
11
月
12
日（
火
）～
15
日（
金
）

〈
「
労
使
困
り
ご
と
無
料
相
談
会
」

の
お
知
ら
せ
〉

　

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会
で

は
、
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
け
る
賃
金
や

勤
務
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解
雇
、

退
職
な
ど
に
関
す
る
労
使
間
の
困
り
ご

と
に
つ
い
て
、
平
日
で
は
ご
相
談
が
困

難
な
労
働
者
や
使
用
者
の
た
め
に
次
の

日
程
で
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼ 

出
張
相
談
会

▽ 

開
催
日
時　
10
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽ 

会
場　
郡
山
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）

を
交
換
し
ま
す
〉

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
該
当
す
る
量
水
器
は
、
次

の
公
認
業
者
が
、
該
当
す
る
お
宅
を

訪
問
し
、
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
交
換
す
る
の
は
、
メ
ー

タ
ー
の
フ
タ
に
表
示
さ
れ
て
い
る

数
字
の
左
側
が「
18
」の
も
の
で
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

更
新
（
除
染
）、
も
し
く
は
新
た
に

播
種
し
た
牧
草
地
に
な
り
ま
す
。

牛
へ
の
給
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-
２
１
１
２

　
　
　

 

県
中
農
林
事
務
所
田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３

▽ 

受
講
料　
１
、５
８
０
円

▼ 

ト
ラ
ク
タ
の
操
作
技
術
向
上
研
修

　

ト
ラ
ク
タ
お
よ
び
作
業
機
な
ど
を

使
っ
て
、
保
守
点
検
整
備
、
耕
う
ん

お
よ
び
農
作
業
安
全
に
関
す
る
必
要

な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

▽ 

日
時　
11
月
25
日（
月
）～
29
日（
金
）

▽ 

受
講
料　
１
、１
０
０
円

▼ 

田
植
機
整
備
点
検
研
修

▽ 

日
時　
12
月
10
日（
火
）～
11
日（
水
）

▽ 

受
講
料　
５
４
０
円

※ 

各
研
修
と
も
、
研
修
初
日
の
２

　

週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必

　

要
で
す
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-
２
１
１
２

※ 

事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼ 

休
日
電
話
相
談
会

▽ 

開
催
日
時　
10
月
26
日
（
土
）、

　

27
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

右
記
以
外
の
期
間
に
つ
い
て
も
、

　

来
所
・
電
話
（
土
日
祝
日
を
除

　

く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　

時
15
分
ま
で
）、E-m
ail

（
随
時
）

　

で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
福
島
市
中
町
８
番
２
号
（
福
島
県
自
治
会
館
４
階
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
４

　

E-m
ail　

roudousoudan
@

pref.fukushim
a.lg.jp

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
・（
有
）
柳
沼
設
備
・
吉

村
管
工
所
・
神
設
備
・（
株
）
三

立
設
備
三
春
営
業
所

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
が
料
金
を
請
求
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈
町
営
バ
ス
の
時
刻
な
ど
が

変
更
に
な
り
ま
す
〉

　

10
月
１
日
か
ら
、
町
営
バ
ス
の

時
刻
な
ど
を
変
更
し
ま
す
。

　

今
回
の
変
更
は
、
三
春
駅
か
ら

の
接
続
な
ど
を
改
善
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
10
時
５
分
三
春
駅
着

に
接
続
す
る
便
は
、
10
時
48
分
に

三
春
の
里
に
着
い
て
、
約
４
時
間

過
ご
し
た
後
に
、
駅
に
戻
っ
て
き

て
、
16
時
７
分
の
列
車
で
帰
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
時
刻
表
は
広
報
み
は
る

９
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
祝
日
に
つ
い
て
は
10
月

か
ら
運
休
日
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
か
ら
、
新
た
に
フ

リ
ー
乗
降
区
間
を
設
定
し
、
運
行

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼ 
問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 
☎
62-

２
１
４
７

〈
遺
言
や
大
切
な
契
約
を
公

正
証
書
が
守
り
ま
す
〉

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
公
証

週
間
」
で
す
。

　

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、

金
銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
離
婚

に
際
し
て
の
慰
謝
料
、
養
育
費
な

ど
の
問
題
は
、
後
々
に
も
め
ご
と

を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん

な
と
き
遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り

決
め
を
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、
権
利
や
財

産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
公
証
人
合
同
役
場

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
２
２-

５
８
８
８

〈
10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
〉

　
「
法
の
日
」
は
、
法
の
役
割
や
重

要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
昭
和
35
年
に
制
定
さ
れ
た
も

の
で
、
10
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を

「
法
の
日
」
週
間
と
し
て
、
毎
年
、

各
種
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼ 

標
語　

　
法
ま
も
る
心
が
築
く
よ
い
社
会

―
法
の
日
週
間
―
10
月
１
日
～
７
日

▼ 

問　
福
島
地
方
裁
判
所
・
福
島

　

 　
　

家
庭
裁
判
所

　
　
　

 

０
２
４-

５
３
４-

２
１
９
４

仕　

事

暮
ら
し



26

〈
三
春
町
い
き
い
き
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

▼ 
ご
存
知
で
す
か
？
「
高
齢
者
の

消
費
者
被
害
」

　

近
年
、
悪
徳
業
者
に
よ
る
高
齢

者
の
消
費
者
被
害
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
無
用
な

も
の
を
大
量
に
売
り
つ
け
ら
れ
た

り
、
不
要
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

さ
せ
ら
れ
た
り
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ら
が
高
額
な
被
害
に
繋
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
よ
く
耳
に
す
る

オ
レ
オ
レ
詐
欺
被
害
（
振
り
込
め

詐
欺
の
１
つ
）
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。

　

そ
ん
な
高
齢
者
の
消
費
者
被
害

か
ら
守
る
た
め
の
制
度
の
１
つ
と

し
て
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
頭
を

冷
や
す
と
い
う
意
味
で
、
例
え
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
後
で
も
、
一

定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で

契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
場
合
に

は
、
支
払
っ
た
代
金
の
返
還
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
、
損
害
賠
償
や

違
約
金
を
支
払
う
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

日
常
生
活
の
中
で
「
知
ら
な
い

人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
商

品
の
購
入
や
お
金
の
振
り
込
み
を

勧
め
ら
れ
た
」「
自
宅
に
知
ら
な

い
人
が
物
を
売
り
に
来
た
」
な
ど

が
あ
れ
ば
、
契
約
し
て
し
ま
う
前

に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

　

三
春
町
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　

☎
62-

８
５
８
６

　
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

０
９
９
９

〈
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集
〉

　

陸
上
自
衛
隊
で
は
、
高
等
工
科

学
校
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼ 

受
付
期
間　
11
月
１
日
（
金
）

　

～
平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）

▼ 

採
用
予
定
数　
２
６
０
名
程
度

▼ 

応
募
資
格　
平
成
26
年
４
月
１

　

日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満

　

の
男
子 

（
平
成
９
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で

　

の
間
に
生
ま
れ
た
方
）

▼ 

１
次
試
験

▽ 

試
験
日　
平
成
26
年
１
月
18
日（
土
）

▽ 

試
験
会
場　
郡
山
市
労
働
福
祉

　

会
館
（
予
定
）

▽ 

試
験
科
目　

　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

英
語
（
択
一
式
、
中
学
校
卒
業
程

度
）、
作
文
（
５
０
０
字
程
度
）

※ 

受
験
料
無
料
。
高
校
受
験
と
併

　

願
可
能
。

※ 
課
程
修
了
時
に
は
、
高
等
学
校

　
（
神
奈
川
修
悠
館
高
校
）
の
卒
業

　

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

▼ 

問　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本

〈
さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
３
〉

　

今
回
で
14
回
目
を
数
え
る
「
さ

く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
、

三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
す
。今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「『
さ
く
ら
湖
』
流
域
の
自
然
環
境
の

魅
力
を
見
つ
め
直
す
」
を
テ
ー
マ
に

地
元
小
学
生
に
よ
る
研
究
発
表
、
基

調
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
８
日
（
火
）

　

 　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
40
分

※ 

入
場
無
料

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

▼ 

問　

　

さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員
会
（
三
春
交
流
館
内
）

　

☎
62-

３
８
３
７

前回のフォーラムのようす

　

部
郡
山
地
域
事
務
所

　
　
　

☎
０
２
４-

９
３
２-

１
４
２
４

〈
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

開
館
10
周
年
記
念
平
成
25
年

度
三
春
町
文
化
講
演
会
〉

　

現
在
、
や
る
気
仕
掛
人
と
し
て
、

多
く
の
方
々
の
や
る
気
起
こ
し
に
活

躍
中
で
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
研
究
所
所
長「
渡
辺
勇
先
生
」

に
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
19
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
開
演 
入
場
無
料

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

▼ 

講
師　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
研
究
所
所
長
「
渡
辺
勇
」（
わ
た

な
べ
い
さ
む
）
先
生

▼ 

演
題　
「
元
気
の
出
る
話
」
～
活 

き
活
き
人
生
、
今
日
が
ス
タ
ー
ト
!!

▼ 

主
催　
三
春
町
教
育
委
員
会

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

〈
２
０
１
３
三
春
ウ
オ
ー
ク

城
下
町
三
春
の
紅
葉
と
散
策

路
巡
り
〉

　

町
と
福
島
民
報
社
主
催
に
よ
る

「
２
０
１
３
三
春
ウ
オ
ー
ク
」
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
紅
葉
の

城
下
町
と
散
策
路
を
歩
き
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
９
日
（
土
）
雨
天
決
行

▽ 

受
付　
午
前
８
時
30
分　

▽ 

ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時　

▼ 

集
合
場
所　
三
春
町
運
動
公
園

▼ 

予
定
コ
ー
ス　
運
動
公
園
→
田

村
大
元
神
社
→
紫
雲
寺
→
三
春
駅

→
愛
宕
神
社
→
三
春
大
神
宮
→
福

聚
寺
→
運
動
公
園
（
約
11
㌔
）

▼ 

参
加
料　
事
前
申
込 

大
人
５
０
０

　

円
／
中
学
生
以
下
３
０
０
円
（
当

　

日
は
プ
ラ
ス
２
０
０
円
）

▼ 

参
加
申
込　
10
月
29
日
（
火
）
ま
で

　

に
往
復
は
が
き
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽ 

往
信
お
も
て
面　

　

〒
９
６
０-

８
６
０
２
福
島
市

太
田
町
13-

17　

福
島
民
報
社
事

業
局
内
「
三
春
ウ
オ
ー
ク
」
係

▽ 

往
信
う
ら
面　

　

〒
／
住
所
／
電
話
番
号
／
氏
名

／
年
齢
／
性
別
／
参
加
人
数
（
大

人
〇
人
、
小
人
〇
人
）

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
９
６
０

　
　
　

 

福
島
民
報
社
事
業
局

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
３
１-

４
１
７
１



　町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
26
年
３
月
新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
23
年
３
月
以

降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社
員

で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
事

前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
一
週
間
前
に
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で

　

公
開
し
ま
す
。

※ 

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
安
定
所

　

な
ど
各
機
関
に
よ
る
職
行
相
談
・
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

★ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
・
二
本
松
管
内
の
企
業
40
社
が
参
加
予
定

▼ 

開
催
日
時　
11
月
６
日
（
水
）

▼ 

実
施
内
容　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

午
後
０
時
30
分
～
１
時

　
　
　
　
　
　

 

合
同
就
職
面
接
会　

午
後
１
時
～
４
時

▼ 

会
場　
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
（
福
島
市
野
田
町
１-

10-

41
）

▼ 

主
催
　
福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
福
島
県

▼ 

問　
福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

☎
０
２
４-

５
３
４-

０
４
６
６

★ 

県
内
の
若
者
応
援
企
業
60
社
が
参
加
予
定

▼ 
開
催
日
時　
11
月
25
日
（
月
）

▼ 
実
施
内
容　
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー　
　

午
前
11
時
～
11
時
40
分

　
　
　
　
　
　

 

事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム　

正
午
～
午
後
０
時
50
分

　
　
　
　
　
　

 

事
業
所
映
像
放
送　
　

午
後
０
時
50
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　

 
合
同
就
職
面
接
会　
　

午
後
１
時
～
４
時

▼ 

会
場　
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
花
勝
見
（
郡
山
市
中
町
10-

10
）

▼ 

主
催
　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
福
島
・
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
福
島
県

▼ 

問　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課 

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

〈
三
春
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
募
集
〉

　

町
の
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
や
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
活
躍
す

る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

応
募
資
格　
プ
ロ
、
ア
マ
、
年

　

齢
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
応
募

　

で
き
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
で
の

　

応
募
は
、
お
断
り
し
ま
す
。

▼ 

応
募
規
定　

▽ 

募
集
作
品
は
、
指
定
の
応
募
用

　

紙
を
使
用
し
、
枠
内
に
作
品
を

　

描
画
し
て
く
だ
さ
い
。
１
用
紙

　

に
１
点
と
し
ま
す
。

▽ 

応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。
た
だ
し
、
受
賞
は
お
一
人

　

１
点
と
し
ま
す
。

▽ 

応
募
作
品
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で

　

作
成
の
場
合
、
入
賞
さ
れ
た
方
に

　

は
後
日
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
電
子
媒
体

　

に
よ
り
、
入
賞
作
品
の
デ
ジ
タ
ル

　

デ
ー
タ
を
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

応
募
用
紙

　

応
募
に
当
た
っ
て
は
、
指
定
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
指
定
の
応
募
用
紙

は
、
総
務
課
（
三
春
町
役
場
内
）

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼ 

提
出
方
法

▽ 

郵
送
、
持
参
で
の
応
募
先

　

〒
９
６
３-

７
７
９
６　

三
春

町
字
大
町
１-

２　

三
春
町
役
場

総
務
課
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ
宛

▽ 

メ
ー
ル
で
の
応
募
先

　

m
iharum

g@
tow

n.m
iharu.

fukushim
a.jp

▼ 

募
集
期
限

　

10
月
10
日
（
木
）
ま
で
〈
必
着
〉

▼ 

賞
▽ 

最
優
秀
賞　
１
名 

賞
金
20
万
円
、

　

副
賞 

特
産
品
（
１
万
円
相
当
）

▽ 

優
秀
賞　
４
名 

賞
金
３
万
円
、

　

副
賞 

特
産
品
（
１
万
円
相
当
）

※ 

受
賞
者
が
18
歳
未
満
（
決
定
日
現

　

在
）
の
方
が
受
賞
さ
れ
た
場
合
は

　

親
権
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

▼ 
発
表

　

11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
10
回

三
春
秋
ま
つ
り
」
の
会
場
で
公
表

し
ま
す
。
そ
の
後
、
入
賞
者
に
通

知
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

▼ 

そ
の
他

▽ 

応
募
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽ 

作
品
の
募
集
に
か
か
る
費
用
は
、
す

　

べ
て
応
募
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

▽ 

愛
称
に
つ
い
て
、
別
途
公
募
す

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽ 

他
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
入
賞

　

さ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
著
作
権

　

そ
の
他
第
三
者
の
権
利
を
侵
害

　

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

　

審
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
２
５

広　
告　
欄
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町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

エ
コ
チ
ル
ふ
く
し
ま 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
募
集

　

福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
成
長
を
見
守
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
エ

コ
チ
ル
ふ
く
し
ま
」
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://ecochil-fukushim
a.jp

）

▼ 

募
集
内
容　
エ
コ
チ
ル
ふ
く
し
ま
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
３
人

家
族
、「
子
ど
も
」
と
そ
の
「
マ
マ
」「
パ
パ
」
の
名
前
と
、
命
名
理
由
。

▼ 

応
募
方
法　
エ
コ
チ
ル
ふ
く
し
ま
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
応

募
用
紙
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
愛
称
、
命

名
理
由
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
性
別
、
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
を
記
載
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
に
て
送
付
。

▼ 

応
募
期
間　
10
月
11
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

▼ 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　
福
島
を
代
表
す
る
民
芸
品
、
起

き
上
が
り
こ
ぼ
し
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お
り
、
転

ん
で
も
起
き
上
が
り
す
く
す
く
と
元
気
に
育
つ
子

ど
も
（
赤
ち
ゃ
ん
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
エ
コ
チ
ル
ふ
く
し
ま
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
募
集
係

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
４
７-

１
４
４
９

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
る
家
賃
月
額
に
な

り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の
３
か

月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
共
益

費
、
組
費
な
ど
の
負
担
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
次
の
基
準
内

で
あ
る
こ
と
。

・
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
世
帯
）
月
額
所
得
が

21
万
４
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間　
10
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　

   

～
10
月
10
日
（
木
）

※ 

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た

住
戸
に
つ
い
て
は
、
次
回
公
募

ま
で
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
み
を
受
理
し
た
件

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選

考
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　

　

平
成
25
年
11
月

駅南ヶ丘団地
（中耐４階建・S57年）

団地名／構造・建築年

八島台５丁目１番地３

所在地

家賃：　15,000円
　　　 〜29,500円

３DK
１戸

募集戸数間取・階数

無

駐車場

３階

▼ 

問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
役
場
３
階
）

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３

＜公営住宅＞
▼ 募集する団地

● 
平
成
25
年
度
後
期
技
能
検
定
（
技
能
五
輪
福
島
県
大
会
）
実
施

　

技
能
者
の
方
々
の
技
能
を
全
国
統
一
の
基
準
に
よ
り
評
価
し
、
そ
れ
を

公
証
す
る
技
能
検
定
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
の
予
選
を
兼
ね
た
福
島
県
大
会
が
併
せ
て

実
施
さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福
島
県
職
業
能
力
開
発
協

会
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
付
期
間
　
10
月
７
日
（
月
）
～ 

18
日
（
金
）
※
土
日
祝
日
を
除
く

▼ 

実
技
試
験　
12
月
４
日
か
ら
平
成
26
年
２
月
16
日
ま
で
の
間
で
指
定
さ
れ
た
日

▼ 

学
科
試
験　
平
成
26
年
１
月
26
日
・
２
月
２
日
・
２
月
９
日
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

※ 

受
検
案
内
、
試
験
案
内
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（http://business2.plala.or.jp/fuvada/

）

▼ 

問　
福
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
２
５-

８
６
８
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● 

三
春
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園
ト
ピ
ッ
ク
ス 

○ 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

　

仮
装
を
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

ゲ
ー
ム
や
フ
ェ

イ
ス
ペ
イ
ン
ト
、
お
化
け
か
ぼ
ち
ゃ
作
り
も
あ
り
ま
す
。
魔
法
の
言
葉
「
ト

リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
と
唱
え
る
と
・
・
・ 

お
菓
子
が
も
ら
え
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
25
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
幼
稚
園
ホ
ー
ル

▼ 

対
象　
就
学
前
の
親
子

○ 

第
98
回
大
運
動
会

　

み
ん
な
集
ま
れ
～
今
年
も
運
動
会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。 

子
ど
も
も
大

人
も
地
域
の
人
も
み
ん
な
で
い
い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時　
10
月
５
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
開
始
予
定

▼ 

場
所　
三
春
幼
稚
園
園
庭　

※ 

雨
天
時
は
、
幼
稚
園
ホ
ー
ル

※ 

未
就
園
児
ゲ
ー
ム
・
小
学
生
ゲ
ー
ム
・
祖
父
母
ゲ
ー
ム
な
ど
も
あ
り
ま
す
。（
詳

　

し
い
時
間
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）
小
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
歓
迎
。

○ 

子
ど
も
祭
バ
ザ
ー

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ「
に
っ
こ
り
」。
に
っ
こ
り
カ
フ
ェ
・
に
っ
こ
り
キ
ッ
チ
ン
・

に
っ
こ
り
シ
ョ
ッ
プ
・
に
っ
こ
り
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
「
い
つ
も
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
地
域
の
皆
様
を
素
敵
な
笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
た
い
」

こ
の
様
な
思
い
か
ら
「
に
っ
こ
り
」
と
テ
ー
マ
を
決
め
、
実
施
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
幼
稚
園
ホ
ー
ル　

※ 

雨
天
決
行

▼ 
問　
三
春
幼
稚
園　

☎
62-

２
５
４
８

● 
高
齢
者
作
品
展
示
会
作
品
募
集

　

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
10
月
22
日
（
火
）
か
ら
24
日
（
木
）

ま
で
作
品
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
作
品
展
示
会
に
出
品
す
る
作
品
な
ど
（
手
芸
品
・
木
工
品
・
わ

ら
工
品
・
園
芸
）
な
ど
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼ 

出
品
対
象
者
　
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
（
社
）
三
春
町
シ

　

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

▼ 

出
品
期
限　
10
月
14
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
５
８
６

　ガス機器は、取扱いを誤ると火災や爆発などの
事故につながります。
　次の点に注意し、火災や事故を防ぎましょう。
○ 正しい取扱い
・ ガスコンロを使用中は絶対にその場を離れな  
　い。離れるときは短時間でも必ず火を消す。
・ ガスコンロの周囲は整理・整頓を心がけ、燃え
　やすい物は置かない。
○ 不完全燃焼による一酸化炭素中毒の防止
・ 煮こぼれなどによるガスバーナーの目詰まりな
　どを防ぐため、定期的に清掃する。
・ ガス機器を長時間使用するときは換気を行う。

ガス機器による
火災・事故の防止

◆ 問い合わせ先　田村消防署三春分署 ☎ 62-4049

広　
告　
欄

〈
福
島
県
農
友
会
海
外
派
遣

研
修
事
業
参
加
者
募
集
〉

　

震
災
、
原
発
事
故
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
抗
す
る 

一
歩
進
ん
だ
農
業
経
営
計
画
を
立
て

る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
視
察
研
修
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ア
メ
リ
カ
の

農
業
を
11
日
間
で
見
て
回
り
ま
す
。

（
野
菜
、有
機
野
菜
、野
菜
の
選
果
場
、

農
業
用
ダ
ム
、
直
売
所
、
肥
育
牛
牧

場
、
果
樹
、
切
り
花
、
植
木
、
市
営

市
場
、
試
験
機
関
、
農
家
と
の
情
報

交
換
な
ど
）

▼ 

募
集
内
容

▽ 

期
間　
平
成
26
年
１
月
19
日
～
29
日

▽ 

派
遣
先　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ

　

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州

▽ 

派
遣
要
件　
福
島
県
内
に
居
住
し

　

て
農
業
に
従
事
し
、
成
果
を
生
か
し
て

　

自
分
の
地
域
で
農
業
を
盛
り
立
て
て
い

　

け
る
20
歳
以
上
の
方
。
農
友
会
の
会
員

　

と
な
り
、
２
回
の
事
前
研
修
（
12
月
と

　

１
月
に
各
１
回
）
と
研
修
報
告
会
（
２

　

月
下
旬
予
定
）
に
参
加
で
き
る
方
。

▽ 

費
用　
現
地
研
修
に
要
す
る
経
費

　

48
万
円
以
内
（
経
費
の
１
／
２
以

　

内
を
農
友
会
が
負
担
）

※ 

別
途
、
旅
券
・
ビ
ザ
用
料
金
、
保

　

険
料(

任
意)

、
超
過
手
荷
物
運

　

搬
料
、
事
前
研
修
・
研
修
報
告
会

　

の
参
加
経
費
等
が
必
要
。
個
人
的

　

な
費
用
（
観
光
の
た
め
の
費
用
、

　

病
気
や
け
が
に
対
す
る
費
用
な
ど
）

　

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▽ 

申
込　
参
加
申
込
書
類
を
10
月

　

25
日
ま
で
に
農
友
会
支
部
長
に

　

提
出
。
申
込
書
な
ど
は
産
業
課

　

農
林
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２
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月
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日
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広
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み
は

る
2013.10
№

1007

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：6・13・14・20・27 日

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休 休

28

2 3 4

10 119

17 1816

23 24 25

1

86 127

1513 1914

2220 21

５

26

町営バス運休カレンダー（10月）

日 月 火 水 木 金 土

27 29 3130

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ やめようよ　いじめは人を　苦しめる（鈴木穂乃香・要田中学校２年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 20 ページに掲載しています。

10 月の行事カレンダー
※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

協働による地域の福祉力向上フォーラム（9時30分～11時35分・三春交流館「まほら」）

ボランティア活動（13時30分～・中央児童館）

ミニシアター（10時〜・中央児童館）

おはなし「あのね」の日(10時45分～11時・子育て支援センター）

さくら湖自然環境フォーラム2013（13時～15時40分・三春交流館「まほら」）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

行政相談員・行政書士合同相談会（9時～15時・シルバー人材センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

のびのびの日（9時～11時・子育て支援センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

三春大神宮祭礼（～13日）　　　　　　　　　　　　

三春大神宮祭礼に参加しよう（14時30分～16時15分・中央児童館）

料理クラブ（9時30分～・中央児童館）

山の中で潮干狩り!?（8時～16時・自然観察ステーション）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

学校に行ってみっか！月間（～11月15日・町内小中学校）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

認知症の家族の会「ほ～っと倶楽部」（13時30分～15時・福祉会館）

1（火）

3（木）

5（土）

7（月）

8（火）

　

9（水）

　11（金）

12（土）

13（日）

　15（火）

15（火）
16（水）

17（木）

18（金）
19（土）

　

20（日）
22（火）

　23（水）
24（木）
25（金）

26（土）
29（火）
30（水）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）　

EM石鹸作り（9時～11時・三春交流館）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分受付・保健センター）　

臨床心理士相談日(9時30分～11時・子育て支援センター)

三春町文化祭（～11月10日・三春交流館「まほら」他）

三春文化講演会（13時30分・三春交流館「まほら」）

おりがみクラブ(9時30分～・中央児童館）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

三春町・福島県県中地方総合防災訓練(8時30分～・三春町運動公園および三春中学校）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

子育てサロン(10時～11時・保健センター)

食改さんのおやつやさん（11時～・保健センター）

理科クラブ（9時30分～・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

※平成24年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談委員・行政書士合同相談会】

　10 月 8 日（火）午前 9 時〜午後 3 時／シルバー
人材センター（南町）／行政相談委員・行政書士

【人権相談】10 月 8 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】10 月 1・8・15・22・29日（火）
　午前 9時〜 12時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】10月 25日（金）
　午後 1時〜 3時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎62-3166

●●●今月の相談●●●

10月6日

13日

14日

20日

27日

三春町
三春町
船引町
船引町
小野町
小野町
常葉町
三春町
三春町
三春町

☎62-2630
☎62-3131
☎81-1333
☎81-1555
☎72-2161
☎72-5912
☎77-2036
☎62-3131
☎62-3239
☎62-2202

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

田村市

田村市

田村市

石川医院（17時まで）
町立三春病院
さとう耳鼻咽喉科クリニック
（げんじろう調剤薬局）
石塚医院
（ヤナイ調剤薬局）
白岩医院
町立三春病院
春山医院
（浜田薬局）

（ ）

）

）

（

（

人口17,485 人（-10）う
ち男性8,472 人（-8）・女性 9,013 人（-2）／世帯数 5,522世

帯（+7）人口・世帯数

10月 31日（木）　町県民税 第 3期　国民健康保険税 第 4期　後期高齢者医療保険料 第 3期　介護保険料 第 4期納  期  限

※ 平成 22年 10月 1日国勢調査の人口基準・平成25年 9月１日現在（前月比）

（　）内は休日薬局です。


